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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  大 泉 知 功   ７番  後 藤  忍 

 

２番  川 村  淳    ８番  三 條 幸 夫 

 

 ３番  福 田 淳 一    ９番  上 地 史 隆 

 

４番  森 賀 祐 司    10番  松  岡  克  美 

 

 ５番  鈴 木 秀 之   11番  齋 藤 宏 司 

 

 ６番  岩 原  繁   12番  原 本 哲 己 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

   

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  産 業 課 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事 
 

 
住 民 福 祉 課 長 

移 住 ・ 定 住 支 援 室 長  総 務 課 主 査 

住 民 課 長   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 参 事   

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

農 業 委 員 会 事 務 局 長   

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主幹 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



令和４年第４回大空町議会定例会議事日程 

第１号 令和４年１２月２０日（火） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  一 般 質 問 
 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  田 中 信 裕   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  作 田 勝 弥 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  小 堀 弘 樹   住民福祉課長  山 本   晃 
 
   移住・定住支援室長  秋 葉 暢 康   総 務 課 主 査  安 念 真 人 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  菅 野 洋 治    生涯学習課参事  砂 金 英 樹 
 
   生涯学習課参事    村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  井 上   透 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   事 務 局 主 幹  田 中   学 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和４年１２月２０日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 



諸 般 の 報 告 

≪令和４年１１月３０日～令和４年１２月２０日≫ 

 
１２月 ２日  若返り演芸会 

 
８日  第１２回総務厚生・第１１回産業建設文教合同常任委員会 

 
第１２回総務厚生常任委員会 

 
         第１１回産業建設文教常任委員会 
 

９日  佐藤俊彰氏旭日小綬章叙勲綬章記念祝賀会（網走市） 
 

１４日  第７回議会運営委員会 
 

２０日  令和４年第４回定例会 
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（開会 午前１０時００分） 

     ◎開会の宣言 

◇議  長 おはようございます。ただいまから、令和４年第４回大空町議会 

定例会を開会します。 

 

     ◎会議の宣言 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、６

番、岩原繁議員及び７番、後藤忍議員を指名します。 

 

     ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２議会運営委員会審査を行います。 

 議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますの

で、これを許します。 

 議会運営委員会委員長、上地史隆議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 皆様改めておはようございます。 

 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。本定例会を開催するにあたり、

去る１２月１４日に議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等につい

て協議をいたしました。 

 本定例会では、一般質問者が８名、町長から提出されております案件が１４

件であります。このほか、議会提出議案の提出も予定をされております。 

 したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、

本定例会の会期は本日１２月２０日に開会し、１２月２１日までの２日間とす

ることが妥当であると全会一致で判断しましたので、その結果について報告い

たします。 

 以上、議会運営委員会審査報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これ、議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

     ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとお

り、本日から１２月２１日までの２日間にしたいと思います。ご異議ありませ

んか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１２月２１日 



2 

 

までの２日間に決定しました。 

 

     ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

 事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全員 

であります。 

 本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付してい

るとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合があり

ますことをご了承願います。 

 本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

 前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付していると

おりであります。 

 議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ております

ので、ご了承願います。 

 以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。松川町長から行政報告の申し出 

がありますので、これを許します。松川町長。 

 

◇町  長 おはようございます。令和４年第４回大空町議会定例会にあたり 

まして、行政報告を行う前に、１１月２９日開会の第６回大空町議会臨時会に

私が新型コロナウイルスに感染し、欠席いたしましたことに深くお詫び申し上

げます。 

 当日の臨時会の案件は、地方創生臨時交付金や価格高騰緊急支援給付金を活

用した各種支援に係る事業を早期に実施していくための補正予算が主なもので

あり、町長不在の中、臨時会を開会いただき、かつ提案させていただきました

補正予算案をお認めいただきましたことに心から感謝申し上げます。 

 それでは、行政報告をいたします。 

 ９月１６日、老人福祉大会を挙行いたしました。大会自体の開催はコロナ禍

のため３年ぶりの開催であり、敬老褒賞対象者に限定してご案内し、実施した

ところであります。敬老褒賞対象者は７７歳の方が６２名、８８歳の方が５８

名、９９歳の方が４名でありました。 

 ９月２０日、国道３３４号道路整備促進地域連携会議総会が、小清水町で開

催されました。北海道開発局及び網走開発建設部への事業要望日程を決定する

とともに、令和５年度、６年度の２年間の連携会議事務局を美幌町に置くこと

を決定したところです。 

 ９月２１日は、特別養護老人ホーム東藻琴福寿苑開設３０周年記念式典に出
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席いたしました。式典の中で、これまでご貢献があった方並びに団体に対して

表彰が行われたところであります。 

 同日、大空町都市計画審議会を開催し、本町の都市計画の概要説明後、都市

公園の現地視察を実施いたしました。 

 ９月３０日、大空町交通安全防犯推進委員会主催による町内交通事故死ゼロ

日数１，０００日達成集会を東藻琴地区にて開催いたしました。当日はオホー

ツク地区交通安全推進協議会会長の水谷網走市長より、１，０００日達成の表

彰状をいただいたところではありますが、残念ながら１１月１７日に開陽地区

の国道３３４号で発生した交通死亡事故により、１，０６３日で記録が途切れ

てしまったところであります。 

 １０月２日、３年ぶりにジェットラインさわやかマラソン大会を開催し、約

２５０名のランナーに参加いただきました。今大会を最後の節目とし、来年以

降はもこと山ふきおろしマラソン大会にファミリーマラソン大会の要素を取り

入れてまいりたいと考えております。 

 １０月４日は、大空町表彰審査委員会を開催いたしました。表彰審査委員会

に対し、各団体などから推薦のあった１９件について諮問し、ご審議いただい

たところです。 

 １０月６日は、置戸町において開催された北網地区市町長会議に出席いたし

ました。定年延長制度に向けた情報交換、人材確保に関する意見交換を行った

ところであります。 

 １０月１１日、地域活性化起業人協定式を合同会社ＥＸＮＯＡとの間で執り

行いました。今後、企業人には本町が推進しています地域情報アプリそらナビ

の町民ダウンロード１００％達成や、ホームページなどの情報発信など、さま

ざまな角度からご助言いただけるものと期待しているところであります。 

 １０月１３日は、東京都において北海道横断自動車道網走線「女満別空港～

網走間」要請活動を行いました。前日の１０月１２日に国において第２回地方

小委員会が開催されたところであり、事業化に向け国会議員、国土交通省への

要望活動を実施いたしました。 

 翌日、国営かんがい排水事業「網走川豊住地区」中央提案要望を実施いたし

ました。国における令和５年度概算要求に盛り込まれたことから、これを確実

に予算措置いただくよう国会議員、財務省、国土交通省、農林水産省に対して

要望活動を実施いたしました。 

 １０月２０日は、札幌市で全国道路利用者会議第７２回全国大会が開催され、

出席いたしました。防災減災国土強靱化のための５カ年加速化対策に必要な予

算を十分確保することなどを確認したところであります。 

 翌日、オホーツク圏活性化期成会北海道要望に参加いたしました。私は、建

設経済班に所属し、高規格幹線道路の整備、地方空港の利用促進について要望

したところであります。 

 １０月２４日から２６日にかけて、航空会社並びに誘致企業への訪問のため、

大阪府、愛知県、神奈川県、東京都に出張いたしました。２４日はまず、大阪

府伊丹市に本拠を置く株式会社Ｊ-ＡＩＲを訪問し、夏季期間運行いただいて

いる伊丹線のお礼と次年度の就航について要望したところです。同日、愛知県
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名古屋市に移動、株式会社フジドリームエアラインズを訪問し、流氷時期のチ

ャーター便の就航について要望いたしました。翌日２５日は、神奈川県横浜市

にあるボッシュ株式会社を訪問いたしました。女満別テクニカルセンターの人

員の充足確保について要望したところであります。続いて東京都に移動し、王

子吉本林業株式会社を訪問し、意見交換を行いました。終了後法務省矯正局を

訪問し、網走刑務所住吉作業所での事業の進捗状況について説明し、あわせて、

継続的な人的支援について要望したところであります。翌日２６日は、日本航

空株式会社並びに全日本空輸株式会社を訪問し、航空情勢等について情報交換

を行いました。 

 １０月２７日は、札幌市において北海道町村会政策懇談会が開催され出席い

たしました。午前は講演、午後からは分科会が行われ、私は民生文教分科会に

参加し、地域における脱炭素の取り組み、地域医療体制の維持確保について意

見交換を実施いたしました。政策懇談会のお昼の休憩時間を利用して、オホー

ツク町村会臨時総会が開催され出席いたしました。北海道市町村職員共済組合

員の選挙について、佐藤津別町長を推挙することに決定いたしました。 

 １０月３１日、北海道合併市町村連携会議総会に出席いたしました。役員改

選のほか、交付税の現状や国の経済対策について意見交換いたしました。 

 １１月３日は、大空町表彰式を挙行いたしました。自治貢献賞２名、消防貢

献賞７名、産業貢献賞１名、教育文化貢献賞２名、善行賞３名、奨励賞２名２

団体に対し表彰をいたしました。 

 ２ページをお開き願います。１１月９日は、東京都で開催されました安全・

安心の道づくりを求める全国大会に出席いたしました。高規格道路の整備促進、

予算の確保などについて決議文を採択いたしました。 

 １１月１２日は、網走南ヶ丘高等学校創立１００周年記念式典に出席いたし

ました。 

 １１月１４日は、札幌市で開催された地方行財政金融講演会に出席いたしま

した。一般財団法人地方債協会の主催によるもので、北海道での開催は平成２

４年度以来２回目の開催であり、当日は総務省の内藤総務審議官による行財政

講演、松野日本銀行札幌支店長による金融講演をお聴きしたところです。 

 １１月１５日は、交通安全・社会を明るくする運動実行委員会を開催いたし

ました。今年度実施した運動の総括を行い、来年度は７月４日に東藻琴農村環

境改善センターにおいて実施することに決定したところであります。 

 １１月１７日は東京に出張し、全国町村長大会に出席いたしました。岸田総

理が外遊ため栗生内閣官房副長官が挨拶を代読。そのほか、細田衆議院議長、

長浜参議院副議長、当時の寺田総務大臣、茂木自民党幹事長、和田内閣府副大

臣による挨拶が行われました。町村へのメッセージでは、オホーツク地域にも

縁が深い東京大学名誉教授の月尾嘉男氏より、町村へのメッセージを頂戴した

ところです。 

 同日開催された、全国防災・危機管理トップセミナーに出席いたしました。

熊本県球磨村の松谷村長の講演では、令和２年７月に発生した九州豪雨におけ

る球磨川の氾濫による死者２５名を出した被災についてお話がありました。災

害時のリーダーとして初動体制等が適切であったのかと、今なお自問自答して
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いるとのことでありました。 

 翌日１８日は、道路行政に関する意見交換会に出席し、国土交通省道路局長

及び道路部局幹部を招聘し、道路整備の重要性について、蝦名釧路市長、石山

松前町長、片山ニセコ町長から意見発表が行われました。 

 同日、北海道「命のみち」づくりを求める東京大会に出席、主催者である北

海道知事の挨拶後、札幌市長等からの意見発表、決議案の朗読及び採択を行っ

たところであります。大会終了後、参加首長による道内選出国会議員等への要

望活動が行われ参加したところであります。 

 １１月２１日は、大空町固定資産評価審査委員会を開催いたしました。 

 １１月２３日、札幌市において市町村長政策研究会に出席いたしました。小

規模自治体におけるＤＸの方向性をテーマとし、東神楽町山本町長、株式会社

日本政策総研若生副理事長からの話題提供を基に意見交換を実施いたしました。 

 １１月２５日には東京に出張し、北海道横断自動車道北見地区早期建設促進

期成会、北海道横断自動車道北見網走間建設促進期成会、遠軽北見道路整備促

進期成会の３期成会合同による北海道横断自動車道北見網走間建設促進期成会

秋季要望に参加いたしました。４班体制に分かれ要望活動を実施し、私は女満

別空港網走間の計画段階評価の調査促進、第３回目の北海道地方小委員会の早

期開催について要望したところであります。 

 以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

     ◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５、一般質問を行います。 

 順番に一般質問を許します。２番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 令和４年第４回定例会通告に従いまして、子ども医療費の助成拡 

大について一般質問を行います。 

 現在の子ども医療費助成制度は、一定の所得がある世帯について助成の対象

外とされております。今年の８月１日より網走市でも子育て支援策の拡充を図

る目的として、この所得制限が撤廃され、全世帯が対象となり助成が拡大され、

制度化されました。 

 まずは、大空町における子ども医療費助成制度について、これまでの助成の

経過、受診件数や医療費の現状、また所得制限を撤廃した場合の財政における

影響など、大空町の現状について伺いたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 川村議員の一般質問にお答えいたします。 

 子ども医療費の助成拡大について、子どもの医療費は本来、健康保険が適用

となり、就学前が自己負担２割、小学生以上が自己負担３割となっているとこ
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ろであります。この自己負担への助成を北海道及び市町村が実施しているとこ

ろであります。 

 まず、北海道の給付事業ですが、所得制限や一部の自己負担を設けたうえで、

通院は就学前まで、入院は小学生までを対象に全額助成しており、道内全市町

村が共通する子ども医療費助成制度の土台となっているところであります。こ

れに加えて、各市町村が対象年齢の拡大や所得制限の撤廃などにより、子ども

医療費助成制度を拡大しています。 

 本町では、疾病の早期診断と早期治療を促進し、子どもの保健の向上と福祉

の増進を図ることを目的に子ども医療費助成を独自に拡大しており、中学生ま

での入院、通院の医療費について、所得制限を設けたうえで全額助成している

ところであります。 

 助成している医療費の現状や、これまでの経過、受診件数、財政への影響な

どは後ほど担当課長に説明させますが、この事業は、大空町まち・ひと・しご

と創生・総合戦略の子育て世帯の経済的支援に位置づけ、他の事業とともに取

り組んでいるところであり、子ども・子育て支援の一つとして、子育て世帯の

経済的支援に大きく寄与しているものと考えているところであります。 

 以上、一回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 これまでの助成制度の変遷、経過、それから令和３年度の支給件 

数及び医療費の現状、また、その財源につきましてご説明をさせていただきま

す。 

 大空町における現在までの医療費の助成経過でありますが、合併当初の平成

１８年度では就学前までの医療費、窓口負担額を助成しておりました。平成２

０年１０月からは小学生までの入院を全額助成とし、平成２５年４月からは小

学生までの通院を全額助成、さらに、平成２６年８月からは中学生までの入院、

通院を全額助成しており、現在まで助成対象者の範囲を徐々に拡大してきてお

ります。 

 受給者数、支給件数及び医療費の現状につきまして、令和３年度の実績で説

明をさせていただきます。受給者数は６６１人で、支給件数は延べ７，４８６

件でその内訳としては、就学前が３，６２９件、小学生が２，７４５件、中学

生が１，１１２件であります。また、自己負担分の医療費助成額は１，６６３

万８，０００円で、その内訳としては、就学前が７４３万８，０００円、小学

生が６１５万円、中学生が３０５万円であります。 

 最後に、子ども医療費助成事業の令和３年度に要した費用と財源の内訳につ

きましてご説明をさせていただきます。総額１，７７６万４，０００円であり

まして、歳出の内訳は、医療費助成そのものである扶助費が１，６６３万８，

０００円、このほかに、事務経費として需用費が１４万５，０００円。委託料

が９８万１，０００円となっています。 

 続きまして、歳入の内訳は、道補助金が２８４万１，０００円、医療費返納

金が３，０００円、町の持ち出しとなる一般財源は１．４９２万円であります。 
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 また、所得制限の撤廃をした場合について試算をしますと、拡大分の対象者

が１００人程度おられまして、医療費助成額は３００万円程度増額することが

見込まれます。これに伴い、町の持ち出しにつきましては、３００万円程度増

えまして、１，８００万円程度となります。 

 制度の現況説明については以上でございます。 

 

◇議  長 ２番、川村議員。 

 

◇川村議員 はい、２番。ありがとうございます。大空町の現状についてはわ 

かりました。 

 では、先ほど網走市の所得制限撤廃を例として挙げましたけども、オホーツ

ク管内の市町村の現状について、把握している範囲で教えていただきたいと言

うことと、また、昨今の物価高騰の影響を受けて、どの世帯もどのご家庭も生

活が非常に厳しくなっているとの声を聞いております。 

 大空町まち・ひと・しごと創生・総合戦略の計画においても、政策の基本目

標、ひとを育むという部分で、子ども・子育て支援、子育ての喜びを実感でき

る環境をつくるということが目標とされており、具体的な施策の一つとして子

育て世帯の経済的支援とあります。このことから、子育て支援施策の拡充を図

るため、大空町においても子育て世帯がいつでも安心して医療を受けられる環

境をつくることから初めてはどうかと私は考えております。 

 所得制限の撤廃について、大空町としての見解についてお伺いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 管内の状況を見てみますと、細かい各市町の名称を申し上げるの 

は控えさせていただきますけども、所得制限を設けずに中学生までの医療費を

無料化としている市町村は、通院では１０市町村、オホーツク管内全体でいい

ますところ全体の約５５％。入院では１１市町村、全体の約６１％となってお

り、所得制限を設けない市町村が増加してきている、そのような状況にあると

認識しているところであります。 

 大空町まち・ひと・しごと創生・総合戦略では、子育て世帯の経済的支援と

して子ども医療費の無料化のほか、各種小児ワクチン接種の無料化、食育活動

の推進として学校給食の無償提供など町独自の事業のほか、乳幼児健診により

子どもの疾病予防、早期発見、早期対応など子育て支援にも取り組んできてい

るところであります。 

 限られた財源の中ではありますが、これまでにも所得制限の撤廃を求める声

があったことも踏まえ、子育て支援策をより充実させるため、令和５年度の実

施に向けて検討してまいりたい、そのように考えておりますのでご理解いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ２番、川村淳議員。 
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◇川村議員 町長ありがとうございます。この支援策なのですけども、医療の関 

係、福祉関係のほか、これが制度化されますと、高所得者向けの移住・定住政

策の部分にも結びつくところが出てきます。令和５年度に向けてぜひ進めてい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 移住・定住対策を進めていくためには住環境であったり、働く場 

であったり、さまざまな要因があろうかとそのように思っておりますけども、

若い世代が移住していただくためには、やはり子育て支援、子育て施策という

のが１番重要視されるところであるとそのように考えておりますので、今回の

子ども医療費を所得制限なしに無償化を検討することで、そういったその移住

の部分の取り組みについてもつながっていくものと期待しておりますので、ぜ

ひ取り進めてまいりたいと、そのように考えております。 

 

◇議  長 これにて、川村淳議員の一般質問を終了します。 

 日程第５、一般質問を続けます。 

 次に、５番、鈴木秀之議員の一般質問を許します。 

 

◇鈴木議員 令和４年第４回定例会通告に従い２項目、一般質問させていただ 

きます。 

 第１項目は、高齢ドライバーの交通安全推進についてです。 

 まず、大空町高齢者運転免許自主返納支援事業についてお伺いします。令和

２年４月１日から施行されている本事業は令和７年までになっています。５年

の時限立法期間の中間年を過ぎたところです。令和４年、本年ですが、５月１

３日からは道路交通法改正により、７５歳以上で過去３年間に信号無視などの

一定の違反歴がある高齢運転者には免許更新時の運転技能検査が義務付されて

います。事業実施要綱制定当時は、本町ではありませんが高齢ドライバーによ

る大きな交通事故がありました。つい先日も高齢ドライバーの運転ミスに伴う

痛ましい事故がマスコミで報道されています。本事業に関する現時点での評価

と今後の事業展開についての見解を伺います。 

 第１項目の２といたしまして、町内高齢ドライバーへの情報提供と運転技能

確認講習等についてお伺いします。 

 大空町の地域交通環境では、自家用車の運転は生活を支える手段として重要

なものとなっています。高齢期を迎えても可能な限り車の運転は続けたいと思

う方が多い状況です。高齢ドライバーみずからの運転技能を確かめる学習機会

作りが必要ではないでしょうか。 

 また、高齢者等移動支援事業、地域間バス運行事業、社会福祉協議会の福祉

有償運送サービス等の施策との連携も検討していかなければならないと思いま

す。町長の見解を伺います。 

 第２項目は、環境と調和した太陽光発電の推進についてです。 
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 まず、地域の自然環境や生活環境等と調和した施設づくりの推進をとしてお

伺いします。自然エネルギーを活用し、二酸化炭素排出を抑制しようとする太

陽光発電施設が本町においても増加しています。施設づくりにおいては、地域

の自然環境、近隣居住者の生活環境等との調和に配慮して進められることが基

本であると思います。 

 第２項目の２といたしまして、自然環境等に配慮した潤いのある地域社会及

び住み続けたいまちづくりのためにとして伺います。施設整備を促進していく

上で環境と調和した太陽光発電推進に関する町民合意の基本的確認事項を規定

しておくことが持続可能なまちづくりの一環になると思います。移住・定住対

策においても、自然環境や自然エネルギーの普及に配慮した町の制度は、住み

続けたいまちづくりのために必要な事項であるとも思います。町長の見解を伺

います。 

 以上、通告しております大項目２件の１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 鈴木議員からの一般質問にお答えいたします。 

 一つ目の質問であります高齢ドライバーの交通安全推進について。 

 令和２年４月１日から開始しました高齢者運転免許自主返納事業についてで

ありますが、事業開始する数年前から高齢者ドライバーの操作不適や高速道路

の逆走などによる交通事故が多発し、ニュースにも多く取り上げられ、社会問

題化していた時期でもありました。特に平成３１年４月に起きた、東京池袋で

の母子２人が死亡し９人が重軽傷を負った暴走事故は、その事故の大きさから

高齢者の免許返納が全国的にも急増するきっかけとなり、また、高齢者の免許

制度を見直す法改正の道筋も示され、高齢ドライバー対策が大きな転換点とな

る事故でもありました。 

 当町の高齢ドライバー対策として、後づけのブレーキシステムの設置に対す

る補助制度の創設について、過去の一般質問でご質問をいただき検討いたしま

したが、設置費用が安価であることや、取りつけることが可能なメーカーが限

定されているなどもあり、装置の設置に対する助成ではなく現行の免許返納に

対する助成制度を創設したところです。本事業の実績につきましては、後ほど

担当課長から説明させます。 

 今後の事業展開についてですが、本事業は返納時一回限りの支援ですので、

この方法が果たしてよいのか、福祉施策の福祉タクシー券等の拡充にあて持続

的支援がよいのか、または、全く違う支援策なのか、正直現段階では決めきれ

ていないところでありますので、令和７年の期限までに十分検討していきたい

と思いますが、事故防止の観点からも、この免許返納という事業については必

要があるのではないかなとそのように考えているところであります。 

 次に、運転能力確認講習等、情報提供の機会づくりについてでありますが、

交通安全防犯推進委員会主催で、高齢者の交通安全運転講習会を例年実施して

おりますが、新型コロナウイルスの感染予防のため令和２年度は中止いたしま

したが、令和３年度にはことぶき大学の生徒に限定して、網走警察署の協力を
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いただき駐在所長からご講演をいただいております。東藻琴地区では、高齢者

サロンで同様に駐在所長からご講演をいただいてきたところであります。 

 このほかに、ここ２年間は感染予防のため実施できていませんでしたが、冬

道安全運転講習会をオホーツク自動車学校の協力をいただき、例年１月に開催

しているところです。この講習会は高齢者だけではなく、移住者や免許取得し

て間もない人など運転に不安を持っておられる方を対象にしております。また、

協力いただいているオホーツク自動車学校には運転シミュレーターがあります

ので、高齢者を対象とした運転技能確認講習会等の開催は可能ではないかと思

います。主催しております大空町交通安全協会と協議して検討してまいりたい、

そのように考えております。 

 高齢者等移動支援事業、地域間バス運行事業、社会福祉協議会の福祉有償運

送サービス等の各事業との連携につきましては、議員のご指摘のとおり、既存

の事業を有効的に活用、運用していくことが重要であるとそのように思ってお

ります。大空町全体の持続可能な交通体系の構築という大きな課題でもありま

すので、関係機関と連携を図りながら検討を進めてまいりたいとそのように考

えております。 

 次に、環境と調和した太陽光発電の推進についてであります。 

 再生可能エネルギー、電気の調達に関する特別措置法、通称フィット法の制

定後、全国的に太陽光発電のパネル等の設備整備が進み、当町においてもパネ

ルが設置されている場所が複数あるものと承知しております。太陽光発電は再

生可能エネルギーを有効活用することにより、地球温暖化対策に資するもので

ありますが、反面、急速な普及に伴い歴史的文化的景観を阻害する、斜面に設

置した排水対策が不十分で降雨の度に濁り水や土砂が河川等に流れ込む、反射

光による生活環境への悪影響といったトラブルも全国的に見られるところであ

ります。多くのトラブル事例においては、事業区域や周辺環境に関する事前の

調査を十分にしておらず、必要な対策を講じていなかったことが原因の一つと

なっていることが、令和２年３月、環境省が策定した太陽光発電の環境配慮ガ

イドラインにも示されています。 

 太陽光発電に限らず、例えば風力発電施設についても同じことが言えるので

はないかと思いますが、一般的な視点で見たときに、再生可能エネルギー発電

事業を行う場合には、議員もお考えのとおり地域の自然環境との調和に配慮す

ることや、町、事業者、住民なと関係者の間で施設整備等に関する合意に向け

た努力を含む関係者同士の密接な連携が必要と考えます。 

 また、自然環境や自然エネルギーの普及に配慮した町の制度についてでござ

いますけども、これまで当町におきましては、事業用太陽光発電施設の整備に

起因する景観の阻害や生活環境への悪影響といったトラブルが発生した、また

は住民からそういった声が上がったということはなく、再生可能エネルギー発

電施設の整備のあり方に関する条例制定についても、特に検討をしてこなかっ

たところでございます。今後、そのような景観を阻害するであるとか、そうい

った声が地域から上がってきたときには、この景観を保全するという、そうい

った意味の条例などの制定については、検討していく必要がひょっとしたら出

てくるのかなと、そのような認識を持っているところでございます。 
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 以上、一回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議   長 星加住民課長。 

 

◇住民課長  はい。私のほうから高齢者ドライバーの自主返納の実績に 

ついてご説明をさせていただきたいと思います。 

 令和２年度ですけれども３０名が返還しております。農村部で２０名、市外地

が１０名となっているところでございます。令和３年度は４７名で、農村部が２

９名、市街地が１８名。令和４年度１２月１２日までの受付分までということで

ご報告させていただきますけれども、２５名が受付をしているところでございま

す。内訳ですけれども、農村部が１２名、市街地が１３名となっているところで

ございます。 

 本町の事故発生件数ですけれども、過去１０年間、平成２４年から令和３年度

まで、この１０年間見ますと発生件数は６件、傷者数が７名程で、ほぼ微減、微

増で推移している、そういうような状況でございます。 

 また、網走警察署管内、網走市と大空町の１市１町の合計というふうになりま

すけれども、参考といたしまして過去４年間、平成３０年度から令和３年度の間

で４年間ですけれども、７５歳以上の免許返納者数は平均で男性が６０名、女性

が３１名となっております。大空町だけのデーターが少ないため、本事業の効果

を検証することは大変難しいところではございますか、免許返納に伴い、高齢ド

ライバーによる交通事故を起こす機会は減るものということで考えておりますの

で、効果があったのではないかというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 丁寧なご答弁ありがとうございます。 

 それでは、１項目のところから質問をさせていただきます。高齢ドライバー

の運転免許自主返納事業、実績が上がっているなと認識しております。支援報

奨金の３万円の額ということにつきまして、自主返納を促すという性格のもの

であろうというふうに思います。それと、予算措置上も支援対象年齢人口の中

の運転免許保有者数の確保とか、それから、そういう数字を把握するのが難し

い中で、予算を措置されているというふうに思っております。運転免許自主返

納の関係につきまして、令和３年度は当初予算６０万の予算措置が令和３年度

実績４７件ということで、１４１万ほどの補正をされても対応していただいて

いるという状況でございます。今年度の動向もなかなか把握は難しいかと存じ

ますが、運転免許自主返納を決意した申請者の意向を尊重し、予算を確保する

対応というのが必要あると思いますので、その点について、まず改めて確認を

させていただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 
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◇町  長 当町が実施しておりますこの自主返納事業、これは返納していただ、 

くことが目的ではなくて、運転に不安を持っておられる方が返納することで、

事故を将来的には起こさないということに繋がって行くということでございま

すので、これについては引き続き、必要な予算については確保を図ってまいり

たいとそのように考えておりますので、ご理解をいただきますようよろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之、 

 

◇鈴木議員 先ほど運転免許の更新時の制度が７５歳以上の関係が、また変わっ 

たということをお話させていただきました。また同じように運転免許証の関係

で、本年５月１３日からはサポカー限定免許という制度も開始されております。

これはサポートカーという衝撃被害軽減ブレーキとか、ペダル踏み間違い時加

速抑制装置というのが付いている車ということですが、それを運転するという

限定された高齢者用の免許、これに切り替えられますよという制度も出来たわ

けでございます。ただ、なかなかその交通事故の状況を見ますと、アクセルと

ブレーキの踏み間違いによる事故という件数が５．６％くらいということで、

注意欠陥による一時停止違反とか、逆走とかそういうことの事故の方が多いぐ

らいという統計も出ているわけでございます。そういう点から本町の一つの選

択肢として、自動車の性能によらないで、みずからの運転技能を確かめながら

それでどうしても不安なったときについては、免許証を返納するという制度も

必要かなというふうに思っておりますので、継続が望ましいという観点で町長

と同じような考え方を私も持っているところでございますので、制度改定のと

きにはぜひご検討いただきたいと思います。このことについて答弁はよろしい

かと思います。 

 １項目の２のほうに移らせていただきたいと思います。運転に必要な運動能

力とか判断力、洞察力ということは年齢とともに個人差がありますが、一概に

年齢によって判別は出来ない事ではございますが、やはり年齢を重ねるに従い

視力の低下等は進むものでございますので、運転技能に影響があるというふう

に思っているところでございます。先ほど、交通安全協会等の主催で冬道の運

転技能講習が再開されるという話をいただきました。実際の座学での講習とい

うことも必要でございますが、やはりこう体験をするという、実際に体験をす

るという学習活動がやはりこう自らの運転技能を高めるとか、確認をするとい

う意味で効果的ではないかなと存じますので、先ほども高齢者大学でのプログ

ラムへの反映とか、あと寿クラブでの活動の一環に実学も加えていただくとい

うことの働きかけをぜひ進めていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 この高齢者ドライバーの交通安全の推進策ということについては、高齢ドラ

イバー自らが自分を振り返る自己認識をする啓発活動と、家族や友人、知人と

相談し確認し合うコミュニケーションの機会を多く持つことが重要だなという

ふうに思っております。行政機関が情報を提供するということに十分心がけて

いただければ、少しでも事故が減るんではないかなと、そういう事故が起きな
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いんではないかなというふうに思っております。 

 第１項目について２回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 この大空町の地において、免許を手放すということはなかなか決断 

の要ることではないかなと思っております。ただ一方で自分の年齢的なもので

あったり、体力的なものであったり、そういったことで、やはり運転に不安を

覚えられるという方もいらっしゃるのも事実であります。 

 先ほど申しましたように、座学での研修もそうですけれども、過去には、オ

ホーツク自動車学校のすいている期間に運転体験というのも行ったりだとかし

ておりました。また、先ほど申しましたように運転のシミュレーターというも

のが投入されておりますので、冬季間の冬道講習だけではなく、夏場であった

り、あるいはそのシミュレーターを使って自分の運転機能が確かなものなのか

どうかということは、そういったものを活用することで確認できるのではない

かなと思っております。そういった場が、何とか開催できるように交通安全協

会とも協力しながら普及に向けて取り組んでまいりたいと考えておりますので、

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 この件につきましては、先程町長の答弁の中で、高齢者の外出支 

援だとか、車を運転されない高齢者の方の移動手段の確保との関連性も含めて

検討していただくというお話がございましたので、その点につきましてもよろ

しくお願いをいたしたいと思います。 

 この件につきましては終了させていただきまして、続いて、第２項目の環境

と調和した太陽光発電の推進についてに移らさせていただきます。 

 この関係につきまして、町長の答弁の中にもございましたが、国において令

和２年の３月に環境省が太陽光発電の環境配慮ガイドラインというのを作って

おります。設置する企業の社会的な公正さという環境に配慮した取り組みとい

うのが社会的責任を果たしているという企業のＰＲ効果もあるというという観

点からもぜひ配慮をするようにというガイドラインでございます。ただ如何せ

ん法的拘束力はないということになっているわけです。しかし現実問題として、

住宅街の南側にそういうものが立った場合、そういうケースが今後増えて来る

んではないかなという、そういう懸念もあるわけでございます。 

 最低限の環境に配慮したガイドライン、これを広報等でも周知をして、設置

者に配慮を促すということも必要かなというふうに思っているところでござい

ますが、なかなか設置者に配慮を求めるということでも、東藻琴地区をちょっ

と歩いてみますと設置されている表示を見ますと町内の方よりは町外の方が設

置しているというところでございます。そういう中ではなかなか環境に配慮し

て欲しいとか、それから草が生えた場合の草刈りに配慮して欲しいだとか、そ

ういう連絡を取ろうとしてもなかなか取れないという状況がございます。 
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 そういう中で、やはり町としてどう対応していくのか、やはり現況をつぶさ

にご確認をいただきながら、今後の対応についてご検討をいただきたいという

ふうに思っているところでございます。 

 なお、近隣の状況をちょっと調べますと、斜里町それから、鶴居村、宮城県

の登米市とか、かなり環境に配慮した太陽光発電、再生エネルギーの発電施設

等についての条例の整備が進んでいる先行事例もあります。そういうのを是非

参考にされてご検討いただきたいというふうに思っているところですが、再度

ご認識をお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 鈴木議員から、近隣でいくと斜里町あるいは釧路管内の鶴居村、宮 

城県登米市で条例を制定しているということで、私も鶴居村、登米市の条例を

見させていただきましたが、鈴木議員もおっしゃるとおり条例を制定してもそ

の設置を完全に止める、撤廃させるといった所までの強制力というのは条例の

中では持てないということでございます。条例で言えるのは、指導、助言ある

いは勧告、そしてそれでも設置するようなことになった場合には、事業者名の

公表というところにとどまる、そういった条例になるのではないかなとそのよ

うに思います。 

 町のほうで今後もし仮に条例を制定していくという場合にあたっては、まず

町として当然目的や基本理念、そういったものを明確にしていく必要がありま

すし、その上で、町や発電事業者、住民、土地所有者など関係者の責務や関係

性の整理、設置を禁止また抑制する、どこまでの区域を定めるのか、あるいは

保全地区の設定の必要性が本当に必要なのかどうかと、そういった検討もして

いかなければなりません。 

 また、整理される事業面積や発電量などの規制の検討、事業の許可、不許可

の判断基準や方法、事業者の改善等を求める必要が生じた場合の方法であった

り、罰則はなかなか難しいと思うのですけども、そういったことの必要性ある

いはその撤去する場合の妥当性など、調整すべき事項というのが多岐にわたっ

ていて、町だけで制定に動くのではなくて、関係者、当然地域の住民の方々と

も十分に協議を行っていく必要があるのではないかなと、そのように思ってお

ります。 

 まず太陽光発電を初めとする事業用の再生エネルギーの発電施設に係る現状

について、町としても設置場所の状況を確認する、施設付近の住民の声を聞く

などして、十分把握して、その上で条例制定の必要があるかどうかを考えると

ころから、まずはそこからスタートかなというふうに思っています。 

 なかなか正直難しい問題でございまして、一方では個人の権利、そういった

ものを制限することが果たして良いのかと。先ほど町外の事業者が設置してい

るというお話でありましたけども、そういったこともあるかと思いますし、自

分の持っている土地に、自ら発電施設を設置するとような方も現にいらっしゃ

います。そういったそれぞれ自分の所有する土地の地上における権利、そうい

ったものをどこまで制限できるのかという非常に悩ましい問題だなというふう
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に思っておりますので、さまざまなご意見等をいただきながら、必要性につい

ては検討をしていくということで、お答えさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。太陽光発電の環境配慮ガイドラインとい 

うことについては、この環境影響評価法という別名、環境アセスメント法って

いうのがありまして、それに該当する場合はかなりの規制があります。ところ

がアセスメント法対象になるのは３万キロワット以上の施設ということでござ

いますので、身近な小規模の施設について、これは該当なしということでござ

います。 

 私は制限するというものではなくて、推進をしながら地域のコミュニティを

壊さない、そして環境に配慮していただくという、人間関係を壊さないという

ことが必要だなということで、ご検討いただければという提案でございます。

やはり現状として地域コミュニティとか、生活環境の整備を図るということが

第一でございまして、この町に住んでよかったなと、これからも住み続けてい

きたいと、せっかく自分が住宅を建てたところに近くにそういうものが建った

ときに、ここに住んでいられるだろうかという、そういう疑念が沸かないよう

に、やはりここに住み続けていきたいという人が増えるような施策の一環とし

て、ご検討いただければというふうに思っているところです。 

 その点についてのご見解、よろしくご答弁いただければと思います。 

 

◇町  長 松川町長。 

 

◇町  長 国がカーボンニュートラル、北海道はカーボンオフセットという 

ような言い方をしておりますけども、そういった自然エネルギーをこれから充

実していこうという流れの中で、本町におきましては、なかなか風力発電であ

ったり、あるいは地熱発電であったり、そういった発電というのが難しくて、

やはり可能なのは太陽光発電、そういったものになってくるのかなとそのよう

に思っております。 

 ただ、太陽光といいましても、やはり議員おっしゃられるように、自分の家

の前に太陽光パネルが設置されたというようなことで、それを不快といいまし

ょうか、景観が阻害されたというふうに思う方もいらっしゃれば、特に何も思

わないというようなそういう方も中にはいらっしゃるのではないかなと、こう

いったできるだけ自然エネルギーを利用するという時代の流れの中ですから、

それを当然のことの様に受けとめられるそういった方もいらっしゃるのではな

いかなと思います。 

 そういった、さまざまな方々の声を聞いて、やはり議員もおっしゃられたよ

うに、地域との調和と言いましょうか融和をしていく中で、そういったものが

きちっと整理されていくのが１番の正解というか、正しいのかなと思いますの

で、今後そういった地域の皆さんの声を聞き、内部でも検討してまいりたいと

考えておりますので、今後ともご支援、ご指導お願いしたいと思います。 
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◇議  長 これにて鈴木秀之議員の一般質問を終了します。 

  ここで１０分間休憩いたします。再開はブザーをもってお知らせします。   

 

    （休憩 午前１１時０６分） 

 

    （再開 午前１１時１５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第５、一般質問を続けます。 

  次に、４番、森賀祐司議員の一般質問を許します。 

 

◇森賀議員 令和４年第４回定例会一般質問通告書により提出いたしました、 

水田活用及び畑作物直接支払交付金について質問させていただきます。 

 水田活用交付金は交付条件の厳格化により、令和８年までに１度も水張りの

ない休耕田は交付対象から外れます。対象農家の所得減少のみならず、農地の

資産価値の低下も懸念されております。水田地域の農家はもともと経営面積も

少なく、水田活用交付金を見込んでの経営も多く、将来的に厳しい状況になっ

ていくと考えられます。本町においても、この水田活用交付金は４億円ほどに

上るということですが、もしなくなるとすれば地域経済に対する影響も大きい

ものと思われます。この件に関して町長の見解を伺います。 

 畑作物の直接支払交付金についてですが、先日、農水省は令和５年から７年

産の対象作物の交付単価改定額を示しました。澱原用馬鈴薯やそばを除いて引

き下げとなりました。特にてん菜は下げ幅が大きく、さらには交付対象数量も

段階的に引き下げられ、最終的には５５万トンと現在より９万トン削減される

方針が示されました。 

 てん菜は、オホーツク管内、本町でも基幹作物であり、地力維持のために必

要な輪作体系に組み込まれております。簡単に面積を変動させるものでもなく、

他の作物を作付することも厳しいと考えます。さらにはウクライナ戦争や急激

な円高による生産費の高騰が農業者に不安を与えている現状について、町長の

見解を伺います。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 森賀議員の一般質問にお答えいたします。 

 まず、水田活用の直接支払交付金についてですが、大空町の現状と課題につ

いてご答弁申し上げます。 

 国が１９７０年、昭和４５年に新規の開田を禁止、耕作面積の配分を行うと

いった米の生産調整を開始してから、大空町においても今日まで転作を進めて

きたところであります。その後、この生産調整については、経営所得安定化支

援事業の水田活用の直接支払交付金として政府が単価を決め、麦、大豆、飼料
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作物等の作付面積に応じて交付される戦略作物助成と、市町村農業再生協議会

の裁量により、水田収益力強化事業ビジョンに基づき、地域の実情に応じ単価

を設定することができる産地交付金と二つの交付金があり、水田及び転作地に

おける収益力向上に資する取り組みに対し、交付金が支給されてきたところで

あります。 

 令和３年１１月、国は水田活用の直接支払交付金の見直し方針として、畦畔

等湛水設備や用水路等を有しない農地は交付対象外とする現行ルールの再徹底

を図るとともに、現場の課題を検証しつつ、令和４年度から令和８年度までの

５年間に１度も水張りが行われない農地は、令和９年度以降は交付対象水田と

しない方針を示しました。 

 畑作物の本作化に向けた支援としては水田を畑地化して野菜、果樹等、高収

益作物に取り組む場合は、１０アール当たり１７万５，０００円。また、麦、

大豆、飼料作物等、畑作物に対しては１４万円を支援するとし、さらに定着促

進として５年間継続して支援するメニューも拡充されたところです。 

 令和３年第４回定例会の一般質問において、交付金ルールの厳格化により起

こりうる懸念事項として答弁しているところですが、再度水張りを行う復田を

選択した場合と、５年後に畑地化に移行する場合、それぞれ違う問題が想定さ

れます。復田を行う場合においては、何年も水張りをしておりませんので、作

付けをしても品質や収量ともに十分なものにはならないと思われますし、また、

復田により水稲の作付面積が増加すれば、市場での米相場の下落が起こり、農

業経営に影響を与えるものではないかと、そのように考えております。 

 また、畑地化をした場合については、６年後から交付金がなくなりますので、

収支の悪化が懸念されます。土地の売買価格についても、現況は畑であっても

転作畑ということで、田として評価されることから、畑に比べ高い価格で評価

されておりますが、これも畑並みの評価にまで下落する可能性があり、資産の

減少となります。 

 ほかにも水田としての用途でなくなることにより、水利権の問題が起こり、

土地改良区の維持管理にも大きな影響を及ぼす可能性もあります。また、多面

的機能支払い交付金の算定にも影響が出てくることになり、さらには農業基盤

整備事業の採択要件等に影響が出るおそれがあります。この様にさまざまな局

面で農業経営を逼迫させ、さらに地域経済にも影響を及ぼす問題であると、そ

のように認識しているところであります。 

 ＪＡめまんべつでは、本年９月に交付金に係る意向調査としてアンケートを

実施いたしましたが、今後の対応として約４割の方が今後５年間で畑地化の支

援を受けて畑地化を行いたいと回答され、半数近くの方は、まだ対応を決めか

ねている、そのような状況でありました。大空町農業再生協議会といたしまし

ては、国の交付金の見直し方針や畑地化支援内容が見えてまいりましたので、

現段階において、今後どのような対応を考えているか意向調査としてアンケ－

トを実施することとしたいと思います。大空町の持続的な水田農業の将来像を

しっかりと描くため、生産者やＪＡ等関係機関と連携を密にし、毎年度現場の

課題を把握、検証し、産地の実情を踏まえた対応を検討してまいりたいと考え

ております。 
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 次に、畑作物の直接支払交付金の大空町の現状の課題についてであります

が、まず、ゲタ対策と呼ばれる本交付金は国の経営所得安定対策事業の中の一

つのメニューでございまして、諸外国との生産条件の格差により不利がある国

産農産物、麦、大豆、てん菜、馬鈴薯等の生産販売を行う農業者に対して、標

準的な生産費と標準的な販売価格の差額分に相当する交付金が農業者に直接交

付されるものでございます。対象作物の交付単価については、平成１８年度ま

では毎年単価改定されていましたが、平成１９年度の品目横断的経営安定対策

の導入以降は、原則３年ごとの改定となり、生産現場では、中期的な営農計画

が立てやすくなるとともに、生産性向上の努力が収入に結びつくということに

なったところであります。 

 令和５年度から令和７年度の交付単価については、また案の段階ではござい

ますが、森賀議員ご指摘のとおり澱粉原料用馬鈴薯及びそば以外は引き下げと

されており、特にてん菜については令和２年度から４年度の単価１トン当たり

６，８４０円から１，７７０円引き下げられ５，０７０円とされているところ

であります。単価が引き下げとなる要因として考えられることですが、まず交

付単価は平均交付単価を基準として、作物ごとに品質に応じた品質区分別単価

により設定されております。てん菜は糖度に応じた単価で区分され、糖度が増

すほど単価が高く設定されることになります。ただし、過去３年の収量が現行

算定に用いられた収量を上回り、また、生産に係るコストは、直播栽培の増加

に伴う労働時間の短縮等により減少し、販売価格は横ばいの状況から、てん菜

の交付単価が引き下げとなったものでございます。国内の砂糖の消費量が約２

０年間で５０万トン減少するなど、近年減少傾向で推移するなか、てん菜の生

産は堅調であり、てん菜糖の在庫量が増大している状況になっています。ま

た、国は、てん菜に対して交付金を支給する生産枠を現行の砂糖換算の６４万

トンから令和８年度に５５万トンまで減らす案を出しており、てん菜糖は全量

が北海道で生産されており、大空町含め地域経済に影響が出る恐れがありま

す。 

 現在、ＪＡめまんべつのてん菜共同育苗施設の増設工事を国の産地パワーア

ップ事業を活用して行っております。施設の増設により生産者の育苗に係る労

働時間を削減することで生産性の向上及び優良品種の導入を図るものでありま

す。てん菜は大空町において輪作体系を構築する主要な作物であって、作付面

積も大きい状況となっています。砂糖の需要が減っているとのことから交付金

の単価の引き下げや作付面積の削減という形で進められておりますが、簡単に

他の作物に切りかえができる物ではございません。病害虫の防止対策のために

もしっかりとした輪作体系を守る、それが重要であるとそのように考えており

ます。 

 肥料等の価格高騰により生産費等経費の負担増が生産者に影響を与えており

ますが、町では肥料飼料価格高騰対策支援事業として、国と北海道の補助事業

に上乗せする形での支援を行ってまいります。 

 大空町の水田収益力強化ビジョンに基づく産地交付金の交付も踏まえ、引き

続き大空町の重要作物として位置づけていかなければならない、そのように考

えているところであります。 
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 以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ４番、森賀祐司議員。 

 

◇森賀議員 ４番。水田活用交付金についてですけれども、水張りの要件、具体 

的なルールが年内に提示されるということですので、ぜひこれに基づき意向調

査をされているということですので、ぜひＪＡ等関係各団体と行政の連携、情

報の共有等をしていただいて、各農家の判断材料となるような、例えばモデル

ケースのようなものの作成を検討していただけませんでしょうか。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 この水田活用交付金の部分につきましては、今年度オホーツク活性 

化期成会の要望事項にも取り上げましたし、また、各農業団体の要請の中にも

盛り込まれていたのかなと、そのようには思っております。 

 ただいまの森賀議員のほうから情報の提供とモデルケースということでござ

いましたので、交付金の見直しの方針、畑地化支援内容が国から示されており

ますので、ＪＡ等と協議をさせていただきながら、ぜひ、モデルケースという

ものを作成し、それを生産者の皆様にお示しさせていただきたいと、そのよう

に考えておりますので、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ４番、森賀祐司議員。 

 

◇森賀議員 ４番。ぜひモデルケースのほうよろしくお願いしたいと思います。 

 畑作物の直接支払交付金の決定が本町の農業、特にてん菜に与える影響は大

きいということで、共通認識いただいておるところなんですけれども、機会が

あれば、大変本町の農業に対しての影響が大きいということも発信していって

いただきたいと思います。 

 まず、いずれにしましても、最終的に個々の農家自身がいろいろ方針を決め

て判断しなければならない時が迫っていると思います。そのために正確な情報

を農家のほうにまたお知らせいただけることを申し上げて、質問を終わらせて

いただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 てん菜につきましては、私は農業の経験がないので余りわからな 

いのですけども、ただ町の農業にとって１番最初に蒔き付けが始まって行くの

がてん菜であって、最後に終わるのがまたてん菜であるのかなと、一般的な３

輪作体系をしている畑であれば、そういう流れなのかなと思っておりまして、

非常に農家の皆さんにとって、作物を蒔く時期、収穫する時期、ちょうどよい

時期の農作物なのだなと、そのように思っているところであります。 

 情報につきましては、まだまだ案の段階でありまして、本交付金の令和５年
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度からの７年度の交付単価というのがこれから正式に出されるのではないかな

とそう思っております。生産者の方々に影響を与えかねない情報でありますの

で、より一層、ＪＡなど関係団体と連携を密にしながら、迅速に生産者の皆様

に情報を届けていくと、そのようなことで取り組んでいきたいと考えておりま

すので、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これにて、森賀祐司議員の一般質問を終了します。 

  日程第５ 一般質問を続けます。 

  次に、６番、岩原繁議員の一般質問を許します。 

 

◇岩原議員 令和４年第４回定例会に通告しております項目ごとについて、ご質 

問をさせていただきます。 

 議員活動も８カ月になりまして、まさに勉強中でございますけども、なかな

か、まだまだ不勉強でありまして、突拍子もない質問をするかもしれませんけ

れども、ご容赦いただきたいと思います。 

 その中で、今年３月に変更された大空町公共施設等総合管理計画、これは先

般の定例会におきまして同僚議員からも同じ項目でありましたけど、私はちょ

っと視点を違えてご質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、策定の背景と目的については、この計画の中で書かれた文言を用いま

してお話をさせていただきたいと思いますが、全国の自治体におかれましては

過去に建設された公共施設等が、これから大量更新の時期を迎えることとなる

事になりまして、老朽化する公共施設等に関わる建てかえだとか、改修あるい

はまた、これにかかる費用が増加するということが予想された中で、今後、人

口減少等の要因もありながら、こういった施設をどう事業が低下していく中で

活用していくかっていうことは避けられないことから、今後、国の示されたこ

とから、我が町でも早急に公共施設全体の状況を把握し、長期的な視点で更新、

統廃合、長寿命化などを計画的に行うことで、財政負担を軽減し平準化すると

ともに、公共施設等の適切な配置を実現することが必要であると書かれており

ます。 

 自治体の役割である行動計画を示されておりまして、国は平成２６年４月に

策定に当たっての指針を示されまして、本町におきましては、２９年の３月に

策定という運びになっております。この期間は平成２８年度から令和７年まで

ということで、１０年間第１期という計画期間で整理されておりますけども、

現在の第２次の総合計画の期間でもございます。大空町を取り巻く社会情勢の

変化で適宜見直しということを行いながら、前提条件に見直しを行いますとい

うことで結びをとっております。 

 公共施設等の区分につきましては、建築系公共施設、土木系公共施設、企業

会計施設、土地と分類されておりまして、特に今回お聞きしたい建築系公共施

設には、地域コミュニティ施設、社会教育系施設、スポーツ・レクリエーショ

ン系施設、産業系施設、学校教育系施設、子育て支援施設、保健・福祉施設、

医療施設、行政系施設、公営住宅、公園、供給処理施設、その他と１３部門に

分かれております。その中の地域コミュニティ施設についてでございますけど
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も、老朽化がどれ程進んでいるかということを示すに当たりましては、有形固

定資産減価償却率で示されているということがありまして、この計画の中では、

償却率は非常に高く９３．２％ということに達しております。この中には、小

分類として公民館、会館、休憩場兼物置とありますけれども、その部分だと思

うんですが、内容について、まずお伺いしたいと思います。 

 次に、本町の所有する建築系公共施設の管理状況について伺います。各所管

する課ごとに所属する施設が配置されておりますけども、一般的な目安として

の部分で書かれています部分については、有形固定資産減価償却率は３５から

５０％と言われている中、本町については６０．２％で、償却率は平均ちょっ

と高くということで示されております。今後、耐用年数の到達とともに償却率

が高くなることが予想されておりますけども、その中でそういった公共施設の

建物については、耐用年数が定めた順に、維持管理費等の修繕費は計画されて

いるかをお伺いしたいと思います。 

 次に、施設管理です。この部分については、各施設の中での各課の中で、職

員の人事異動等で隅々まで把握するのが困難な場合がございます。その中にお

いてでは、修繕に必要な予算計上や修繕する時期を把握できず、小規模修繕で

済まされている物が得てして大規模になることも想定されると思います。各課

にまたがる公共施設の維持管理について、本計画の変更時は４８７施設もあり

ます。データ化によりましてまさに建物の長寿命化を図るうえでも、所管課を

超えて建物の一元管理が求められると思いますが、町長のご見解をお伺いいた

します。 

 次に大きな第２項目でございます。地域コミュニティ施設として集落の公民

館、地区会館が出ておりますけども、女満別地区では過去におきましては、社

会教育施設として地区公民館が位置づけられ、研修会館はその集合的役割を果

たす中央公民館としての役割がありまして、将来的には、これらを今でいう生

涯学習の部分のセンター的要素として位置づけられるものとして認識をしてお

りました。しかし、現在公民館は地域コミュニティ施設として分類され、所管

は住民課で整備計画中でございます。どの時点で公民館と研修会館が、別の分

類に位置づけられたのか伺うとともに、教育委員会所管の社会教育系施設の研

修会館等々と図書館の中分類から小分類では、図書館と生涯学習センターとし

て分けられております。研修会館と生涯学習センターとは別のものと考えて整

備されるのかをお伺いしたいと思います。 

 次に、高齢化社会を迎えまして、自治会活動や相談会、ふれあいなど、地域

のお年寄りが寄り添う場所の確保が必要になってきていると感じております。

行政機関施設では休館日や利用時間の制限がございまして、自治会の緊急な打

ち合わせには使用は困難となっております。現在、町内各地に空き家が存在し

ておりますけども、その利活用を図るうえで、地域コミュニティ施設として整

備したらどうかと考えますが、町長のご見解を伺います。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 松川町長。 
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◇町  長 岩原議員の一般質問にお答えいたします。 

 まず、公共施設の管理についてでございます。公共施設等総合管理計画につ

いては、平成２９年３月に策定いたしました。学校や福祉施設、町営住宅な

ど、住民サービスの向上と地域振興を図るため、これまでさまざまな公共施設

を整備したところでありますが、年数の経過による維持補修や更新などに係る

課題を踏まえ、計画したものでございます。 

 厳しい財政状況のほか、人口減少、少子高齢化等、施設の利用需要が変化し

ていくことも見込まれるため、長期的な視点で計画的に更新、廃止等を行うと

ともに、財政負担の軽減を平準化、時代に即したまちづくりを推進することと

しています。 

 本計画における地域コミュニティ施設の有形固定資産減価償却率に関するご

質問につきましては、この割合は国の算定ルールに基づきまして減価償却の累

計額を取得価格で割った率となります。つまり、耐用年数に対して減価償却が

どこまで進んでいるかをあらわすものであり、１００％のうち１００％に近い

ほど償却が進んでいるということになります。この分類の対象となる施設は、

各地区の公民館、会館などでございますが、そのほとんどが耐用年数を既に超

過しているため９３．２％と高い割合となっているところであり、町内全体の

地域コミュニティ施設につきましては、老朽化が進んでいるところでございま

す。 

 次に建築系公共施設の管理状況に関するご質問でございますけども、教育福

祉センターの管理につきましては、それぞれ施設を所管する担当課が行うほか、

指定管理者制度を活用するなどして、適切な管理と利用者の利便向上に努めて

おります。日常の確認はもとより設備の保守点検を実施するほか、適宜改修な

どを行い、安全性の確保に努めております。 

 修繕等に対しましては、基本的には議員おっしゃられるように耐用年数に応

じた修繕を行っていくということを基本としているところでありますが、やは

り突発的な修繕というものがどうしても発生している状況にありますので、そ

の際には適宜対応させていただいているところであります。 

 また、施設によっては、災害時の避難場所としての活用がありますことから、

必要に応じ関係機関と協議連携するなどして対応に当たっているところであり

ます。 

 次に、管理の在り方に対してご質問をちょうだいいたしました。施設を一元

的に管理する部署を設けることにより、管理運営の効率化やコスト縮減の効果

などが考えられるところではありますが、現状においては各所管課がその管理

を担っているというところでございます。公共施設につきましては、さまざま

な利用目的に応じて数多くの施設を保有しています。多様なニーズを把握し、

状況に応じて適宜柔軟な対応が必要となりますことから、業務の関連性を重視

し、所管する部署において管理していくことが適切であるとそのように考えて

いるところであります。 

 次に、２項目のご質問であります空き家を活用した地域コミュニティ施設を

整備についてであります。 

 大空町内の町民会館は東藻琴地区で１４会館、女満別地区が１２会館の合計
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２６会館が設置されています。建設当初は社会教育法に基づく公民館として整

備してまいりました。大空町に合併後の平成２２年になりますが、合併前の旧

東藻琴村は、さきに公民館から地域の各種住民活動や生活改善活動など、地域

社会の発展と生活文化の向上に資することを目的とした町民会館に位置づけを

変更していましたので、これに合わせるように、女満別地区の公民館も名称は

そのままで、町民会館の位置づけに改めた経過にあります。女満別の市街地に

は町民会館がない状況にありますが、従前より研修会館、地域振興会館、老人

福祉センターさらには学校開放事業を実施している女満別小学校など使用でき

る公共施設があり、これらの施設を活用していただいているところが現状であ

ります。 

 議員のご質問にあります町内に散在する空き家を地域コミュニティ施設とし

て整備してはどうかということでありますが、空き屋を取得するのか借り上げ

るのか、また、地域に貸し付けるとなれば維持管理費をどうするのかといった、

そういったさまざまな課題が考えられます。高齢者が気軽に集まりお茶会など

に憩いの場を提供するという趣旨は十分理解するところではありますが、今の

厳しい財政状況を踏まえますと、これまで同様、公共施設の利用を第１にお願

いするところであります。ご理解いただければと思います。 

 以上、１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 岩原議員からの一般質問に対し、教育委員会所管についてお答え 

いたします。 

 女満別研修会館は主に文化活動の拠点施設として、また、市街地のコミュニ

ティ施設としての役割を担っており、町民にとって重要な施設となっています。

女満別研修会館の利用の実態は、ことぶき大学の各クラブのほか、自治会活動、

各種会議、健康診査など、利用の内容は多岐にわたっております。 

 令和３年度の利用者は約１万８，０００人でしたが、コロナ前は一年間に約

２万５，０００人前後の利用があり、町民の生涯学習の支援やコミュニティの

場として欠かすことができない施設であります。 

 研修会館は昭和４７年度に建設されており、約５０年が経過しており経年劣

化による老築化が進んでおります。令和３年度に計画された公共施設等総合管

理計画の個別施設実施計画の中で、研修会館については２０２６年から２０３

５年の第２期において施設の建設を計画することとなっております。地域住民

が活動できる機能を盛り込んだ施設を検討してまいりたいと思います。 

 以上、１回目のご答弁といたします。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 第１回のご答弁ありがとうございます。最初の地域コミュニティ施 

設の償却率９３.２％、いわゆる１００％に近くなると老朽化になるという数

字のもとでございました。それについてはよくわかりますけども、その部分で、
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この計画書の中では色々とこれから建替えしようとする場合のいろんな積算方

法ですとかが記載されておりますけれども、私懸念しているのは本当にこのこ

ういった部分で行ったときに、公共施設の中の集会室、会館等とのことについ

て、お金が本当にいくらぐらい掛かるのかなってことを実はすごく心配してお

りました。そういう部分で統廃合ということまで考えているのか、今後の計画

としてそういったことも必ず散在する、その地域に必要とされている施設であ

っても、これから財政的な部分で考えたときにやむを得ずその分については、

これから人口減少もございますし、そういったことで統合とか、そういうこと

をされながら計画されていくおつもりなのかどうかということをお聞きしたい

のでよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 現行の公共施設総合管理計画等におきましては、基本的にはその時 

点において、存続させていく、統廃合していく、廃止する、そういったものを

踏まえて計画を立てたものでございます。したがいまして、今の公共施設総合

管理計画に掲載されているものについては、当然、再度建設するというような

物については、それが統合とかではなく建設し、またこれからも地域のために

活用していくことが望ましいという判断のもとで作った物でございます。ただ、

これから先の将来において人口がどのようになるのか、地域がどのようになる

か、そういったことによっては地域コミュニティ施設のみならず、他の施設に

も言えるところでありますけども、統廃合や廃止というものは当然念頭に入れ

ていかなければならない、そのように認識しているところであります。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ありがとうございます。前向きに、今の規制にとらわれずに整理し 

ていくといった考え方も必要になってくるんじゃないかなというふうに思いま

すので、よろしくどうぞお願い申し上げます。 

 修繕費については順次、災害等々が起こった部分については、その都度付け

ておりますけども、この修繕費の中には先ほど答弁いただきましたが、指定管

理制度の中の指定管理者との修繕の割合部分が多分あると思うんです。その中

で特にお話聞かれているのは、修繕費の中で大規模修繕、小規模修繕の中で指

定管理者のほうでどこまでの部分っていう修繕が、大まかにその金額的には幾

らくらいは決められているやに聞いているのですけれども、本当にその状況下

においてスムーズに、この修繕はこの場合施設の部分で付けていただけると思

うんですけども、また、そういう部分ではよろしくお願いしたいと思います。

これはもう当然直すべきところは直さなきゃいけない管理状況はそうなってお

りますから、ぜひお願いをしたいと思います。 

 先ほどのデータ化の一元管理でございます。確かに町長おっしゃるようにそ

れは理解いたします。ただ、私もちょっと経験があるんですけれども、例えば、

屋根の防水工事を新年度予算に間に合わせたいと言ったときに、担当部署の皆
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さんは多分建設課にその査定内容を出してもらうようにお願いします。ところ

が建設課の担当職員も忙しいですから、自分とこの所管している建物について

の修繕費の積算については、事務屋はなかなかできなくて建築技師にお願いを

しなければいけないと思います。そうすると時間がなくて予算計上されなかっ

たということが多少はあるように私は聞いております。そうしますとなかなか、

建物のその年に修繕していればよかったものが、漏水とかいろんなことで建物

いわゆるそのこの計画で１番先に言っている建物の長寿命化にどう繋げていく

かということが、よく阻害されるような点があると思います。 

 例えば施設の保存、保全化など国はこういう形で持っております。そうしま

すと、そのものもデータ化すると、この建物が何年に一度塗装かけなきゃいけ

ないとか、屋上の防水をしなきゃいけない時期に来ているとか、このデータ的

な一覧の集約ができると私は思います。ですから、そういった部分で非常に職

員の忙しい中でそういった掛かる経費の積算までどうしていくかという部分に

ついては非常に皆さん悩んでおられると思うんですね。先ほど町長もおっしゃ

ったこの計画においての建築物は長寿命化することで、工事費を平準化すると

いった目的を持って、この計画が出されているのであるならば、私はやはり一

元的に管理をしていくべきだというふうに考えますが、再度お答えお願い申し

上げます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず施設の統廃合については、これからやはり人口というのはど 

うしても縮小になっていくという中で、きちんと適時適切に統廃合については

きちんと検討して、そこは重ねてまいりたいというふうに考えております。 

 指定管理施設等の修繕でございますけども、これについては１０万円を超え

るものについては、担当する町と協議のうえで行うということになっておりま

して、基本、指定管理施設にお願いしているのは１０万円以下の小規模な修繕

ということでお願いしているのではないかなと、そのように認識しているとこ

ろであります。 

 また、管理の一元化、一つの課で施設全体を見るということも確かにあろう

かと思います。ただ、建設課に修繕等積算してもらうという部分については、

特に一元管理をするから、あるいは所管課で完了するからというのは、余り私

は影響がないのかなと思っております。それよりは所管課が管理することによ

って、利用者の実態を的確に確認、把握でき、施設改修に係る補助制度など有

効な財源の確保におきましてもスムーズな対応が可能になるのではないかと、

逆に所管課が管理していることのメリットのほうが大きいのではないかなと、

そのように考えております。建物の更新などにつきましても、これについては、

全庁的な検討を行うなど、他の部署とも連携した中で対応しているところであ

ります。 

 引き続き、安心安全で質の高い施設サービスの提供と、適切な管理運営に努

めてまいりたいと、そのように考えているところであります。 
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◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、６番。ありがとうございます。施設が多ければ多いほど大変 

な管理項目なのかなというふうに思うところからご質問をさせていただきまし

た。確かに現場主義で行ったほうが施設の管理もできやすいと私も理解すると

ころですが、将来的に向けてまたこういうことも検討していただければと思い

ます。 

 それから、第２項目の教育委員会所管の社会教育施設の研修会館の部分で、

確かに前回のご答弁と一緒で、２６年から３５年の間の建替えということは承

知しているところですが、ただ、この中で私、先ほどお聞きしたのは、この計

画の中に位置づけられている社会教育系施設という中に、研修会館等というの

は、いわゆるその伝承館とか研修会館も含まれています。もう一つは図書館の

中に、図書館と生涯学習センターという二つの建物の項目があるんですけども、

これは別の物として考えてよろしいのか、もう一度お聞きしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 はい、ただいまのご質問にお答えします。 

 確かに社会教育施設多岐にわたってありますが、研修会館、図書館は別なも

のとして考えております。生涯学習施設としては別物として考えて今後取り進

めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 もう一つすみません。現在も図書館と生涯学習センターというの 

は建物二つあることになっているのですけれども、図書館はわかるのですが、

今現在、生涯学習センターというのは何処のことを指していますか。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 生涯学習センターにつきましては、東藻琴の施設のことを言います。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、分かりました。すいませんありがとうございました。よくわ 

かりました。よろしくどうぞお願い申し上げます。 

 最後ですが地域コミュニティ会館の部分でございます。いわゆる地域コミュ

ニティについて私は、前回このお話があったときに公共施設等の許容範囲内と

言いますか距離ですね。例えば、研修会館ですと１．５から２キロ圏域内とか、

市街地区においてはこうだという部分について説明を受けていました。先程同
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僚議員からご質問ありましたけども、お年寄りが免許証を返納しただとかです

ね、そういった場合について、地域の集会とか相談事に車がないとなかなか行

けないお年寄りが実は増えてきているというようなこともあります。 

 地域コミュニティというのは、まさにその地域の住民が生活している場所で

ありまして、その買い物したら消費する、あるいは労働する、教育、相談、衛

生、医療、遊び、スポーツですとか、あるいは芸能関係でカラオケ何かを部分

でやっているという、その地域の中にかかわりのある、お互い中年層の交流が

行われている地域社会を指すものだとだと考えれば、いわゆるまさにその気楽

に歩いて簡単に行ける。研修会館へ行って皆とカラオケやりたいんだけれども、

実はそこまで足はないし、なかなか行けないということになれば、そういった

小さなとことを町が整備しなくても、自治会の活動中で何かそういう施設を自

治会で持たれていくような、そういう方策もあるんじゃないか思います。そこ

にはいわゆるその自治ですから自分達の活動する拠点は、やっぱりそこに持っ

ていくと。あるいはそこは地域が、お互いが支え合う社会を、これから自治会

の活動自体がもうちょっとみんなで考えていきながらやる方法が生まれてくる

んではないかなというような部分です。それがありました。その地域が生まれ

れば、隣との地域ともまたかかわりを持って、活動ができたりとか、段々輪が

広がってくるのです。そういう感覚を私は持っているもんですから、できれば

そういった部分で何か考えられないかなということがありまして、この自治会

の活動の中もそうだと思うんですけども、そういった部分でご答弁をお願いし

たいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 地域コミュニティ、自治会活動の中でそれぞれ農村部あるいは東 

藻琴地区のようにそれぞれの自治会、地域で自治会活動ができる拠点があると

いうことは、確かにそれにこしたことはないのかなと思っております。ただ、

女満別地区は永らく研修会館や老人福祉センター、そういったところを活用さ

れながら自治会活動の場に活用したり、地域コミュニティの醸成であったり、

そういったものに使用してきたという歴史があるのではないかなと私も思って

おります。 

 先ほどの公共施設の統廃合の議論にもちょっとつながるのかもしれませんけ

ども、やはり確かに高齢になって、歩くのが厳しいというようなお声があるの

も事実かなと思っておりますけども、やはり今のこの現状の中で、新たにそれ

ぞれの自治会において施設を設けるということは厳しいところでありますし、

それが先ほど議員言われた空き家を活用して、そういった活動の拠点にできる

かというところについては、できなくはないかなとは思っております。 

 ただ、先ほども申しましたような、買うのか、借りるのか、中の整備をどう

するのか、今後そこの拠点の維持管理はどうしていくのかということで、さま

ざまな課題もあるのではないかなと思います。そういった課題が多くなって、

後々そういった施設を維持できないということにもなってくるかと思いますの

で、そういった活動の拠点については、今の私の中ではまだまだちょっと検討
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するところまで至っていないというところでございます。これから、先ほど申

しました研修会館、老人福祉センターについては防災センターのほうにその機

能が多少なりとも行くのかなと思っておりますので、そういったものなど町に

ある施設を有効に活用いただいた中で、地域コミュニティの醸成を図っていた

だければと、そのように思っているところであります。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ６番。公共施設等総合管理計画を読めば読むほど、本当に町長の苦 

労が目の当たりにする感じでして、今ご答弁頂いたように、本当に町の財政を

担っていく中で一番のその部分には、建物に掛かる費用だという事は私も理解

しております。ただその中で、お金がなくても何か形として今後進めることが

できるんじゃないかなという事もございまして質問させていただきました。そ

れによって一つずつ各自治会の方とも、そんな形の中でも動きが出てくればい

いのかなと思っております。 

 今後とも、どうか目を傾けていただきたいのと、ご支援があればと思います

ので、よろしくお願い申し上げます。終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 先ほどの岩原議員のほうから施設から半径１．５キロと言った 

ようなお話がありました。今、町で所有しているそういったコミュニティ施設

から１．５キロはずれている所がどういった地域があって、そこにどういう方々

か暮らされていてというところもきちっと把握して、地域の検討も踏まえなが

ら、さまざまな検討を重ねてまいりたいと考えておりますので、ご理解いただ

ければと思います。 

 

◇議  長 これにて、岩原繁議員の一般質問を終わります。 

 ここで昼食のため休憩します。再開は午後１時とします。 

 

    （休憩 午後０時１０分） 

 

    （再開 午後１時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第５、一般質問を続けけます。 

 次に３番、福田淳一議員の一般質問を許します。 

 

◇福田議員 令和４年第４回定例会通告に従いまして、合宿誘致事業の今後に 

向けてと質問させていただきます。 

 現在の合宿誘致については、新型コロナのまん延に伴い、ここ２年ほどはほ

ぼ全ての事業が実行されていないのが現状です。特にスポーツ合宿は宿泊施設
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が大人数の受け入れ確保ができない、食事が個別には提供できない、感染防止

対策を重視しなくてはならないなど、色々な課題があることは理解していま

す。 

 今後の事業継続には感染対策の取り組みが必然であり、実行委員会が是非の

判断をできるとは思いません。町において緩和、見直しなど適時判断をしてい

く必要があるのではないかと思いますが、今後の取り組みについてどのように

考えているのか伺います。 

 また、現状の合宿誘致の取り組みは、合宿に来られる関係者との個人的なつ

ながりによるところが大きい状況ですが、将来的にも持続していくような取り

組みとなるように対応を検討される必要があると思います。 

 また、合宿に必要な施設の充実や遊休施設の利用方策の検討、さらには宿泊

施設が限られている現状をどのように補って、今後の合宿誘致事業に取り組ま

れる考えなのかを伺います。 

 以上、一回目の質問といたします。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 福田議員からの一般質問にお答えいたします。 

 令和２年度、令和３年度の２年間は、感染拡大防止の観点から全ての受け入

れを中止いたしました。 

 今年度は、教育文化合宿実行委員会において、新型コロナウイルス感染対策

ガイドラインを策定し、合宿を受入れすることといたしました。ガイドライン

内容は、感染症拡大防止のため、合宿実施１週間前からの健康管理、合宿中の

健康管理、宿泊、食事において十分な感染防止対策を講じることができるこ

と。活動中は、それぞれの競技等におけるガイドラインに基づき活動すること

を条件として受け入れることとし、今年度は２団体が大空町で合宿を実施いた

しました。 

 一つ目は、バレーボール合宿で、８月２６日から２８日まで、札幌山の手高

等学校女子バレー部２４名が東藻琴Ｂ＆Ｇ海洋センターにおいて合宿を実施し、

期間中に町内バレーボール少年団２チームと町内中学生を対象にバレーボール

クリニックを実施しました。宿泊につきましてはノンキーランドひがしもこと

に宿泊しました。 

 二つ目は文化合宿になりますが、合唱の合宿で９月１２日から１５日まで、

玉川大学梅沢ゼミ８名が合宿を実施し、両地区認定こども園において訪問演奏、

道の駅メルヘンの丘前庭で野外演奏会を実施しました。宿泊につきましては、

ホテル山水に宿泊いたしました。 

 合宿の受け入れ体制は、それぞれの種目ごとに実行委員会が組織されていま

す。実行委員会では、合宿期間の日程や使用施設、合宿中の事業計画など合宿

の相手先と調整するとともに、合宿期間中の対応など、実行委員会内の役割分

担をしながら受け入れています。 

 新規の団体を誘致する際は、個人的な繋がりをきっかけに誘致を進めること

が多く、結果的にそのつながり頼りになっていることもあります。 
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 今後は、それぞれの実行委員会と連携はもちろん、合宿の相手先とも情報交

換を密にし、持続して勧誘できる、誘致できるよう努めてまいりたいと思いま

す。 

 続いて、施設についてお答えいたします。 

 本町の主なスポーツ施設は、体育館がゲートボールセンター、両地区Ｂ＆Ｇ

海洋センターの３施設、武道館が１施設、相撲場が１施設、野外は野球場が１

施設、多目的グラウンドが２施設あり、合宿を誘致する際には、それらの施設

で合宿が可能な競技に限られてしまいます。さらに施設の老朽化や施設規模も

示した中で誘致することになります。合宿の相手先のニーズに対応することも

合宿誘致には欠かせない要素であると考えておりますので、適宜に対応してま

いりたいと考えております。 

 また、宿泊施設については、現在町内において合宿の受け入れ可能な宿泊施

設は、ホテル山水と道の駅ノンキーランドひがしもことの２施設となっており、

ホテル山水の収容人数は約７０人、ノンキーランドひがしもことは約６０人と

なっております。一般の宿泊客との兼ね合いもあり、確保に苦慮するところで

もあります。以前には、豊住交流センターや相撲場などの公共施設を宿泊場所

として合宿の受け入れを行っている経過あります。 

 今後は、感染状況を注視し、感染状況によってガイドラインを見直すととも

に、宿泊施設や公共施設の活用を含め宿泊場所の確保に努め、交流人口の拡大

を図るために教育文化合宿事業を推進してまいりたいと思います。 

 以上、一回目のご答弁といたします。 

 

◇議  長 ３番、福田淳一議員。 

 

◇福田議員 ３番。コロナ禍における現状の合宿誘致事業の取り組みについては 

理解しているつもりです。それぞれの実行委員会が組織され、合宿期間の日程

調整や使用する施設の手配など何かとご苦労の多い状況だと思います。 

 教育委員会には、今後もそれぞれの実行委員会の連携を密にしていただき、

お互いの立場での相違がないように、合宿の相手先の思いやニーズにできるだ

け対応していただきたいと思います。 

 また、できるだけ地元に宿泊していただくことを希望しますが、限られた宿

泊施設だけの利用では厳しい状況にあります。近隣市町や遊休公共施設に宿泊

いただくこともやむを得ないと思います。 

 全国でも上位クラスの技術やプレーが身近で見られることはめったにないと

で、貴重なことでワクワクする気持ちを高め、興味、関心を持つことがこの合

宿誘致に大切だと思います。合宿事業が将来にわたり継続できるよう引き続き

努力をお願いしたいと考えますが、再度今後の将来的な合宿の展望について、

どの様に取り組んでいくのか伺います。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 ただいまのご質問にお答えします。 
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 限られた施設の中で受け入れることが可能な種目であれば、大空町のスポー

ツ振興及び競技力の向上を図るためにもスポーツ少年団や競技団体、愛好者と

調整を図りながら、受入れについて検討し、関係人口の増加に努めてまいりた

いと思います。 

 また、現状では個人の繋がりに頼っているところもあり、繋がりが絶えるこ

となく継続的に展開するためにも合宿担当者を複数体制とするなど、持続して

支援できる体制を構築してまいりたいと思います。 

 以上ご答弁といたします。 

 

◇議  長 ３番、福田淳一議員。 

 

○福田議員 はい、３番。大空町にとっても合宿誘致事業は大変有意義なことだ 

と思います。各地から、人と人との繋がりで大空町に来ていただき、この地の

町並みや雰囲気を肌で感じて戻られる貴重な体験をされる場所だと思います。

まちづくりにも大きな意味を持つ大切な事業の一つとして考えていただくよう

お願いいたします。 

 また、最後に合宿誘致事業に限らず、教育行政全般にわたり関谷教育長の手

腕が発揮されることを期待いたしまして質問を終わります。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 教育委員会といたしましては、今後も実行委員会、サークル等と 

連携しながら、スポーツ、芸術文化等の普及推進、レベルアップ及び健康で生

き生きとした生活を創出し、地域の活性化を図ってまいりたいと考えておりま

す。今後ともご指導賜りますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これにて福田淳一議員の一般質問を終わります。 

  日程第５、一般質問を続けます。 

  次に、１番、大泉知功議員の一般質問を許します。 

 

◇大泉議員 令和４年第４回定例会一般質問を通告に従ってさせていただきま 

す。 

 不用品のリユースについて。１９６０年代の高度経済成長以降、大量生産、

大量消費の生活習慣が根付き、私たちは多くのごみを排出し、今では、地球環

境に大きな負担となっています。 

 大空町でも、ごみの排出削減や減量化対策等として、町民への啓発やさまざ

まな施策に取り組んでいるところですが、３Ｒ、リデュース、リユース、リサ

イクルのうち、リユースについてお伺いします。 

 リユースは生活の中で必要として購入したものを大切に使用しつつ、不用と

なったときにすぐには捨てず、繰り返し使用し、資源のむだ遣いを減らす取り

組みですが、シャンプーやボディーソープ、台所洗剤などのボトルに詰替え製

品を購入して何度も使用するなど、普段の生活の多くの場面でリユースが行わ



32 

 

れています。 

 １１月に総務厚生常任委員会の道外視察で、町内のリサイクル率が約８２％

と全国有数の実績がある徳島県上勝町を訪問しました。物をいらない人、物を

欲しい人を町のリサイクルセンターにてマッチングをして、積極的にリサイク

ルに取り組まれています。 

 本町も上勝町のようなリサイクル率の取り組みまでは、なかなか難しいと思

いますが、次の２点について伺います。 

 （１）大空町では、ごみのリユースに関してリサイクル率を上げるための対

策等について何か検討されていますか。 

 （２）リユースするにあたり、インターネットアプリを利用することも考え

られますが、インターネットを利用できない方、収集、運搬が困難な方などへ

の対応はどのように考えているか。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。 

  

◇議  長 松川町長。 

  

◇町  長 大泉議員からの一般質問にお答えいたします。 

 当町の廃棄物の処理につきましては、燃やすごみは焼却処理施設に、生ごみ

は津別町の堆肥製造施設へ、また、プラスチックや紙類などのリサイクルでき

る物はリサイクルセンターで集積、分別、再資源化施設に移送しており、それ

以外のごみは最終処分場で埋め立てしています。 

 令和３年度のリサイクル率は４４．８％となっており、令和２年度の実績で

は、全国平均などと比較しますと、当町のリサイクル率は４０．８％で全国平

均が２０．０％、全道平均で２３．４％と、かなり高いリサイクル率となって

います。これも町民皆様が廃棄物の減量及びリサイクルに対してご理解とご協

力をいただいている結果であり、大変感謝申し上げるところであります。 

 ごみと言いますが、不用品と言うほうがふさわしいのかもしれません。物を

いらない人から物を欲しい人へ、資源をリユースするリサイクル率をさらに向

上させるための対策については、ごみ資源としてリユースできるものは、ソフ

ァーであったり、椅子、学習机、箪笥などの粗大ごみに多く含まれているので

はないかと、そのように思っております。 

 現状は粗大ごみのほとんどを破砕して埋め立てしていますが、議員の言われ

るリユースできれば、埋め立て量の減量化にもつながっていくことになると、

そのように思います。 

 現在行っている対策としましては、倒木や支障木など、伐採された樹木につ

きましては、令和２年度から細い枝を除いて薪材として無料で配布しています。

また、近年ＣＭで見かける機会が多くなりましたが地元の情報掲示板としての

機能を持ち、物が欲しい人と物がいらない人、そういった方々をつなぐ仕組み

づくりを展開している企業などがあり、自治体が協定を締結して実施している

ということが可能であり、そういった自治体もあるところであります。 

 当町におきましても、また使えるのにごみとして排出される不要な物のリユ

ースを促進し、埋め立て量の減量化を図るため、そうした企業との協定の締結
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に向けて現在事務を進めているところであります。 

 次に、高齢者などインターネットを利用できない方、収集運搬が困難な方な

どへの対応についてでありますが、情報の収集提供については、広報やそらナ

ビなどのさまざまな媒体を活用することとなりますが、いらないものと、欲し

いものを収集運搬については、方法や集積する場所の確保、フリーマーケット

の様なものを交換する機会作りなど課題がありますので、今後の仕組み作りに

ついては検討を進めたい、そのように考えているところであります。 

 以上、１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 １番。ソファー、椅子、箪笥、学習机などの破砕するごみをリユー 

スできるようにと、今、考えていただいているということなのですけれども、も

しこれ実施するとしたら、来年度とか再来年とか、具体的に数字が出たりします

でしょうか。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長  先ほどの申しました企業とそういった、いらない物、欲しい 

人、そういったところを繋ぐ仕組みにつきましては、来年の１月、２月ぐらい

に締結をする様に事務を進めているところでございます。協定締結をいたしま

したら、ニーズの把握に努め、その部分で有効活用を図っていきたいとそのよ

うに考えております。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 １番。来年の１月、２月には締結されて、これからどんどんといら 

ない物、また不用な物、その人にとっては必要でない物がリユースされてどん

どん回っていくのかな、それでリサイクル率がどんどん上るのじゃないかなと

思います。ありがとうございます。 

 （２）リユースにあたりということで、このインターネットアプリ等で回収

できない、持って行けなかったらどうするのですかという話だったのですけれ

ども、実は上勝町、視察に行った所は収集車が走らないことで有名でございま

す。元々この上勝町は１カ所にすべて燃えるゴミとして投げていた。冷蔵庫も

電子レンジも自転車も何もかも要らないものはそこに投げて燃やしていて、年

から年中、火がくすぶっている状態だった。そこから全国２位となるリサイク

ル率８２％になるような取り組みにどんどんやって行けたというのは、やっぱ

り１カ所に１，５００人程の町民が皆様こう一か所にゴミを持って行くという

習慣があったからというもの、結構大きな要因ではあると思うのですけれども、

その中でもやっぱり持ってこられない方が居て、１カ月に何回か職員の方が顔

を見ながら、お話をしながら、元気でした、どうでしたかという話をしながら

ゴミをリサイクルする物も集めたりするそうなのです。このようなサポートに
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関しては、どのようにお考えでしょうか。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 大型のゴミをどのように出すかというところの仕組みだとかにつ 

いては、これから検討するようなことになろうかと思いますけども、仮に今の

粗大ごみについては、週に１回程度収集に来ていただけると思います。そうい

った収集に来ていただいて、収集の家の前までは本人の力で出していただかな

ければなりませんけども、そういって出したものをそれらが一度廃棄処分場に

持って行く事になりますので、そこで仮に委託を受けている企業のほうで、こ

れはまだ使えそうだなということがあれば、そういった情報を町民の皆さんに

お知らせして、必要な方についてはご提供するだとか、そういったマッチング

の仕方ということも考えられるのかなとは思っております。いずれにしても高

齢で車の無い方に、重たい物をある特定の場所まで持っていってくださいとい

うようなことにはならないかなと思いますので、そういった仕組みを含めて、

今後検討していきたいと思いますので、ご理解いただきますようよろしくお願

いします。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 １番。ゴミの問題につきましては、永遠と続く、自分たちの子ども 

たちの代も皆続いていく問題で、町が積極的にお話を聞いていただけるのはあ

りがたいなと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 どうしても生活をして行くうえで出さなければならないゴミとい 

うのは当然ありますし、議員が冒頭でおっしゃられたように大量に生産された

ものを大量に消費していくと、そういうようなこともいまだ行われているとこ

ろであるのかなと思います。そういったことで、本当にまだ使えるものがゴミ

みとして処分されるのではなく、それを有効にご活用出来る方に活用いただく

というのが１番大切なのではないかなと思っております。 

 町内におきましても、女性部の方であったり、更正保護女性会であったり、

フリーマーケットを行っていただいたりしています。私は教育委員会の職員で

あったときに女性部の活動の中で、ユーアイセールというものを何年間か行っ

ていました。家庭で使わなくなった物を持って来ていただいて、持って来てい

ただいた時に女性部の役員が中を開いて、明らかにその衣類であれば汚れてい

る物だとか、そういった物はお返しをして、奇麗な物だけとりあえずいただい

てフリーマーケット、ユーアイセールという中で販売させていただきました。 

 当然販売して売れる物もあるのですけども、それ以上になかなかマッチング

というか購入されないものが結果として燃えるごみの袋に入れて、燃やさざる
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を得ないというようなこともあります。 

 やはりきちんと使えるものは使っていくということは、これからのこのＳＤ

Ｇｓと言われている社会の中でも、ましてやカーボンニュートラルだとかと言

われているこの時代の中で、そういったことは大切なことでありますので、そ

ういったリユース、３Ｒでありますとか、今では４Ｒと言われていますけども、

そういった取り組みを町としてもこれからも積極的に展開してまいりたいとそ

のように思いますので、ご理解そして、議員のほうからもご指導やご助言いた

だければと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

◇議  長 これにて、大泉知功議員の一般質問を終了します。 

  日程第５、一般質問を続けます。 

  次に、９番、上地史隆議員の一般質問を許します。 

 

◇上地議員 令和４年第４回定例会において、通告に従い一般質問に移らせて 

いただきます。ほかの質問された議員の方と質問の内容や説明が重なるところ

がありましたらご容赦をいただきたいと思います。 

 今回の質問は水資源の保全についてです。世界中では異常気象や環境汚染、

人口増加により水不足が深刻となっており、世界各地で争奪戦が激化をしてい

ます。そのことからも水資源の保全は大変に大切なことであります。 

 私達の住む北海道大空町の水資源は、森林を初めとする豊かな自然環境が持

つ水源涵養機能により保たれており、安全で安心な生活や農林水産業を初めと

した産業が健全な発展を遂げていく上で欠かすことができない、私たちの先人

たちから引き継いだ貴重な財産であります。 

 ですがその一方で、近年水源周辺において利用目的が明らかでない大規模な

土地取引の問題も全国各地で発生をしており、多くの市町村が懸念をしている

ところであります。そのようなことからも、私たちの町の水源地の現状はどの

ようになっているのか、また、女満別地区の水質改善のために東藻琴地区で行

われている新規水源調査についても、その後進展などはあるのか、併せて町長

よりお伺いしたいと思います。 

 以上で最初の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 上地議員からの一般質問にお答えいたします。 

 １点目の大空町の水源の現状についてでありますけども、女満別地区では７

カ所の井戸を使用し、東藻琴地区では２カ所の湧水を使用しています。 

 女満別地区の井戸は昭和地区に４カ所、大成地区に１カ所、開陽地区に２カ

所あります。周辺の状況といたしましては、昭和地区にあります４カ所以外は

ほとんどが農地となっております。 

 水源の水質に関しては、昭和地区の４カ所の井戸のうち２カ所の井戸は、

鉄、マンガンの成分が非常に強く浄水処理に多くの薬品が必要となっていま

す。また他の２カ所については比較的良質な水質ですが、急速ろ過方式と言う
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浄水処理を実施しています。大成地区の井戸については、鉄、マンガンの成分

が若干含まれており、昭和地区と同様に急速ろ過方式により浄水処理を実施し

ています。開陽地区の２か所の井戸は全て非常に良好な水質で、塩素滅菌処理

のみで配水しています。 

 東藻琴地区の湧水については、末広地区と山園地区にあります。末広地区の

湧水は町有林内にありますが、周辺は民有林に囲まれている状況となっている

ところであります。山園地区の湧水につきましては、国有林で取水しておりま

す。水源の水質状況ですが、２カ所の湧水とも非常に良好な水質で塩素滅菌の

みで配水しています。 

 ２点目の新規水源調査債につきましては、女満別地区の水道水の水質改善を

図るため、東藻琴地区の水質が良好な湧水を女満別地区に引込むことができな

いかということで、平成２６年から調査を初め、湧水量や水質などを観測して

いたものであります。 

 昨年６月から本年の１月まで用地交渉を行っておりましたが、町が考えてい

る単価と土地所有者が考えている単価に大きな乖離がありまして、合意に至る

ことが困難と判断し、現在交渉を中断している状況にあります。 

 また、これとは別に網走市の水道水源が東藻琴地区にありますので、網走市

の水源から水の供給が可能なのかどうかについて、網走市と意見交換、勉強会

を続けているところであります。 

 以上、上地議員の質問に対する１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 再質問をさせていただきたいと思います。 

 町長より、水源地の現状についてお聞かせをいただきました。女満別が７カ

所、東藻琴が２カ所ということも聞いて、どうしても女満別地区の方について

はマンガン等が強くて、急速ろ過を行っているということもお聞かせをいただ

きました。あと２カ所は水質、比較的で良いということで、塩素滅菌ってこと

もお聞きもしました。 

 あと東藻琴については、末広、山園地区ということで、こちらも水質、水源

が良いということで、塩素滅菌で大丈夫ということもお聞きしましたが、その

中で心配するのが山園のほうは国有林とかあるので囲まれているということで

すが、末広地区は民有林もあるということでございました。そんな中で心配し

てるのは、さきに水源地のことを触れたんですが、北海道においては水源地の

保全条例で危機的状況ということであって条例を制定しているんです。 

 北海道で平成２４年から、よくニュースとか記事でも見られたこともあるか

と思うんですが、海外資本等による森林の取得状況、平成２４年から毎年調査

を行って公表しております。令和３年１２月現在の状況でありますが、面積と

しては３，１５３ヘクタール、そして所有者が２６０社という数字でございま

した。実際自治体によっては、すでに大きな土地を所有されているところもあ

るということもお聞きをしております。実際、農林水産省のページで市町村ほ

かのとこにも触れるので、そこは出しませんが出ております。 
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 私は別に土地の売買とか悪いわけではないんですけど、やはり理由目的ぐら

いははっきりさせたいと。なによりも私たちの貴重な水源でございますから、

やはり地区に保全地域を指定してほしい。 

 北海道に申請を行って審議会を経て、知事の判断で指定を行えるということ

でありますし、それを行うと売買のときに３カ月前に届け出を出すんですね。

理由とかに対して。そして場合によっては市町村が配慮すべき事項又は法令に

尊重する事項ついては、直接北海道を通じて助言をすることができるとありま

す。 

 また、１番心配な日本の所有権。民法第２０７条であるように法令に反しな

い限り上下の土地の利用認められていると。森林の伐採は当然に有りますが、

問題は地下水と温泉とか貴重な資源が採掘されてしまうんじゃないかと。また

１番怖いのは環境汚染。やはり水の水源地、元栓でございますからそこが汚染

してしまうと大変なことになると。あと私たちの町利用したい場合も、やはり

しっかりと利用出来るようにしなければいけないと。そのように心配をしてい

るところであります。 

 そのことについて改めて、町長の考えをお聞かせをいただきたい。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 議員のおっしゃるとおり水源というのは非常に貴重な財産、命の水 

でありますので、そのように認識しているところであります。 

 特に良好な、そして良質な水が得られる水源というものは、この現状の環境

が将来世代にわたって引き継いでいく、引き継がなければならないものである

とそのように考えているところであります。 

 水源地周辺の土地につきましては、そのほとんどが農用地や森林整備計画の

位置づけがなされた森林となっており、現状として直ちに無秩序な土地開発が

行われる危険性、そういったものはそれほど高くはないのかなというふうに思

っておりますけども、土地所有権の移転など事前に把握できない場合もありま

して、将来的なリスクにつながる可能性というものは否定できないのではない

かとそのように考えております。 

 いずれにいたしましても、将来も町民皆さんの命の水でありますので、水源

保全地域の指定、これは北海道の北海道水資源の保全に関する条例によるとこ

ろの指定なのですけども、それについて慎重に検討してまいりたいとそのよう

に考えております。 

 ただ、北海道の条例の指定区域に大空町がなっても、こちらの条例も規制が

できるというものではなく、やはり届出者への助言であったり、届け出義務違

反に対する勧告であったり、それを守らない個人名あるいは企業名の公表とい

ったところまでしか行っていない条例ですけども、ただ、こういった条例に位

置づけていくということも大切なことではないかなと思っておりますので、こ

の点については今後検討してまいりたいと考えております。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 
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◇上地議員 改めて、再質問をさせていただきますが、条例のほう、北海道条例 

を通じてそれらも検討していただけるということでありましたが先ほど説明に

もあったように、実際に東藻琴の水源を網走市も利用しているところというこ

とでありますが、やはり網走とも連携して北海道と協議をして、保全地域の指

定なども検討していただきたいと思いますし、やはり水源地について改めて調

査とか行うときも網走市なども入れて、それこそ財政的負担も少し軽減するこ

とができるのではないかと思います。 

 また、実際にオホーツクの総合振興局内３市町村ですね保全地域指定してい

ます。網走市が東網走中園水源地のところ。斜里町が湧水で有名な雷雲地区、

そして、置戸がちょっと保安林網走東部の組合の関係があるので、そこは森林

とかも兼合いがあるのでなかなか難しいところあるんですが、そのように３カ

所指定をされております。やはりほかの地域、近隣自治体とも連携して進めて

いただきたいと思いますが、改めてこのことについて考えていただけないかと。 

 あと早期にやっていただきたい理由としてはやはり円安です。海外資本にと

っては買いやすい状況にあると。それに反比例して山林は価値が落ちていると

いう段階でございます。このようなことからも一刻も早く進めていただきたい

と思いますが、最後にどの様にお考えか改めてお聞かせをいただきたい。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 町の水源地を北海道に指定していただくということに関して、網 

走市は既に議員おっしゃったとおり２カ所水源のところをこの北海道の水資源

の条例において、指定していただいているんですけども、山園地区というか、

実際に東藻琴山の湧水を活用した地域につきましては、これは指定を受けてい

ないというふうに思っております。大空町として東藻琴地区の末広あるいは山

園地区の現在の湧水の取水位置、そこをこれから保全地域に指定をいただくと

いうことに際しましては、特に山園地区については網走市とも連携し、網走市

もその同じ山園地区の所で取水していますので共に新たに加えられられないか

どうか、そういったことも含めて検討してまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員 

 

◇上地議員 山園地区、網走とも関わりがあるということでございますが、しっ 

かりしていただくようお願いをしたいと思います。 

 また、先に言われたように貴重な財産でありますので次世代にしっかり水資

源を残すことができるように取り組んでいただきたい。そのようにお願い申し

上げ最初の質問は終了いたします。 

 続いて、２点目について改めてお聞きをしたいと思います。実際になぜ聞い

たかといいますと、臨時会の補正の時にお聞きしたことがあって調査について。

その際、土地の交渉者としっかりやれるのかと危惧をしていた覚えもあるので、

実際交渉のほうはなかなか難しいだろうなと。説明の中でも一時中断とはいう
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ふうにお聞きはしたんですけども、今後も、やはり単価はなかなか合わないと

しても、これからも何かしらのそういうパイプというか、協議する場は継続し

ていく必要があるのではないかと。 

 そしてもう１点の網走市との関係も、今協議も行っていただいているという

ことでありますので、しっかりこれも協議をして行っていただきたいと思いま

す。 

 あと、水質が女満別地区一刻も早くいいもの、それこそ東藻琴湧水を飲むこ

とができれば大変地域住民も喜ばれますし、ほかの議員の方も関心を持って何

回か質問した経緯もありますし、しっかり取り組んでいただきたいと思うんで

すが、やはり合併の象徴としてもう現在１６年が経過し１７年に入ろうとし、

そのようなことから一刻も水のほう統一していただきたいのと、あと統一のお

りには水道料金のほうが東藻琴地区、女満別地区違いがあるので、一般の基本

料金８立方メートルが女満別地区が１，４９５円で１立方メートルは１８６円

と。東藻琴地区が１，１４４円で１３６円だったと思いますが、そのようにま

だ差異があるのでしっかり同じ水にして、ようやく合併したんだと。あとはさ

っき言ったように、価格の是正も今後しっかり検討していただきたいと思いま

すし、また、交渉とかも進展があった場合は議会にも図りながら進めていただ

きたいと思います。 

 以上、最後の質問とします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 新規水源の土地所有者との交渉につきましては、今後の可能性を 

残して現段階で中断しているということ。決して町として、そこの水源地を諦

めたわけではないということでご理解いただきますとともに、また今後の交渉

のパイプというか、そういったところはしっかり残しておきたいと思っていま

す。 

 ただ一方で議員おっしゃられるように、女満別地区の水質を何とか美味しい

水を飲みたいと言うお声は当然私のところにも入ってございます。そういった

中で考えていくこととして、網走市と協力しながら水をいただけないかという

ことの協議を先ほど申しましたように勉強会という形で行わせていただいてい

ます。 

 当然、大空町の人口もそうですし、網走市にしても人口というのはこれから

も減っていく、そういった中で水道施設というのを維持管理していくためには、

やはり人口が減る中で１人当たりの負担を重くしていかなければこのままでは

ならなくなってきます。そういったことで協働して協力しながら実施して行く

ことが出来れば将来的な負担も少なくなりますし、いち早く新規水源で引っ張

るよりも、網走市と協力することで早く美味しい水を届けることが出来るよう

になるのではないかとそのように考えております。これはなかなか網走市へお

願いしているところでございますので、今後引き続き、勉強等行っていきたい、

そのように考えております。 

 また、水道料金に関しましては、こちらは当然水質の改善にかかわらず給排
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水審議会におきまして検討していただいている状況にあります。水道事業につ

きましては、下水道もそうですけども、令和６年度より公営企業会計となりま

すので、より一層効率的な事業運営が図れるように取り組んでまいりたい、そ

のように考えておりますので、これからもご指導ご助言をよろしくお願いした

いと思います。 

 

◇議  長 これにて上地史隆議員の一般質問を終了します。 

  日程第５、一般質問を続けます。 

  次に７番、後藤忍議員の一般質問を許します。 

 

◇後藤議員 令和４年第４回定例会通告に従い一般質問を行いたいと思いま 

す。質問事項は大空町の３０年後を見据えたまちづくりについてであります。 

 第２期大空町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略では、将来の

人口展望において、近年の就業者数は１５歳から２９歳の若い世代の就業者数

が減少し、就業者全体の高齢化も進んでおり、地域の活力低下も懸念され、生

産年齢人口の減少は町民税や保険料などの減少につながる一方、老年年齢の増

加は社会保障費の増加につながり、財政運営上、厳しさを増すことが示され、

その人口減少対策の方向性としては、本町の特徴を踏まえながら、強みを生か

し弱みを改善していくことで、効果的な人口減少対策を進めることとしていま

す。 

 本年４月に大空町長選挙、大空町議会議員選挙が行われ、執行部側、議会側

ともに新しい体制になりました。将来を見据えたまちづくりの実現に向けて、

改めて町長の考え方及び方向性について伺いたいと思います。 

 質問の１点目といたしまして、若い世代が働く世代となって行く今後の３０

年に向けて、大空町が取り組むべき課題について伺います。 

 質問２点目、従業による流入超過となっている大空町において、人口減少対

策を進める視点として、移住・定住の推進及び関係人口の増大について、現在

の状況と課題について伺いたいと思います。 

 以上２点、町長より答弁をお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 後藤議員からの一般質問にお答えしたいと思います。 

 ５年に１度の国勢調査が令和２年１０月１日を基準日として実施されました。

令和２年国勢調査による大空町の人口は６，８２１人です。前回、平成２７年

国勢調査人口が７，３６０人、この５年間で５３９人、単年で言いますと年間

約１０８人減少していることとなります。合併前年の平成１７年の国勢調査人

口が８，３９２人、平成２７年までの１０年間で１，０３２人、同じように単

年約１０４人、大体年間１００人超えるぐらいの人数の方が減っているという

ことになっています。 

 平成２７年１０月より第１期の総合戦略、令和２年４月に第２期総合戦略を

立て、各種施策に取り組んでおりますが人口減少に歯止めをかけることが出来
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ていないというのが正直な感想であります。 

 国立社会保障人口問題研究所、いわゆる社人研による平成２７年国勢調査結

果を基準とした平成３０年将来推定人口によりますと、大空町の２０４０年人

口は５，１３８人、２０４５年には人口が４，７０１人、この後の推計値は社

人研での推計に基づき、まち・ひと・しごと創生本部が推計した数字で２０５

０年令和３２年は人口４，２７９人、２０６０年、令和で申しますと令和４２

年の人口は３，５０１人になると推計しております。 

 令和４年４月の大空町の住民基本台帳上の総人口は６，８１４人です。直近

の国勢調査と比較いたしますとこの２年間ではわずか７人、単年で見ると年間

約４人程度減少していることになります。第２期総合戦略で掲げた大空町が目

指す令和２年将来人口６，９２５人を既に下回ってしまったものの、令和７年

度将来人口は６，４７２人でありますので、この２年間は減少幅も少なく、こ

れまでのさまざまな取り組みが多少なりとも効果が現れたのではないかとその

ように考えているところであります。 

 地方創生の取り組みにつきましては、人口減少対策が全てであるとは考えて

おりません。大空町の基盤である農業の振興であるとか、あるいは福祉施策の

充実、そして何よりも教育の充実、そういったさまざまな対策を柔軟に、社会

情勢に合わせながら、対応しながら大空町総合計画並びに総合戦略を確実にそ

して着実に推進してまいりたいと、そのように考えているところであります。 

 続きまして、移住・定住の推進、関係人口の増大についてであります。 

 移住定住の推進に当たりましては、従来各部署で行っていた業務を集約し、

令和２年度ワンストップ窓口となる移住・定住支援室を設置いたしました。年々

家族形態の多様化や相談内容が複雑化しており、支援室を中心として各課横断

による相談対応を行っております。コロナ過で思うように行かない部分もあり

ましたが、オンライン相談に取り組むなど可能な限りの活動を地道に進めてき

た結果、移住の相談件数は年々ふえている状況にあります。今年度の移住者数

は現時点で昨年度を上回るなど、見える成果として少しずつで現れているので

はないかとそのように捉えているところであります。 

 また、移住・定住支援策として、空き家へ住み替えた際の助成や住宅建設に

かかる費用の一部助成など各種助成制度の充実を図ってきたことも、移住者数

の増加を後押したものではないかとそのように考えております。 

 一方で空き家バンク、移住された方々が入居される、そういった候補にもな

ります空き家バンクの運用状況についてでありますが、登録物件数がなかなか

確保できず、移住相談者の増加に対し供給量が追いつかないというそのような

状況になっております。引き続き町内にある空き家の把握と所有者への周知を

進め、移住者の選択肢を広げるとともに、空き家の有効活用を図っていきたい

と考えております。 

 本町は自然環境に恵まれ、また空港所在の町という優位な立地であることか

ら、関東中心に移住や二拠点の居住先として、大空町を希望される方が多くな

ってきております。 

 一方で、空港のある町としての強みをまだまだ十分には生かし切れておらず、

日中に比べ夜間の滞在人口が少ない、通過型の観光地となっているのが現状で
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あります。そうした課題を解消するため、観光振興を図り交流人口増大させる

とともに、さらにもう一歩踏み込んで、より地域の関心を持つ関係人口をふや

す取り組みを進めることが移住、そしてその先の定住促進のために大変重要な

ことであるそのように考えております。引き続き住相談者への丁寧なサポート

を初め、住む場所、働く場所といった生活に必要な拠点づくりの支援を継続し

ますとともに、今後は交流人口、最終的な定住と結びつける関係人口の創出の

ための取り組みを重点施策として進めてまいりたい、そのように考えておりま

す。 

 なお、移住等にかかる具体的な実績等については、担当のほうから答弁させ

ます。 

 以上、私の１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 秋葉移住・定住支援室長。 

 

◇移住・定住支援室長 私からは移住相談等の現状と課題、実績等についてご答 

弁をさせていただきたいと思います。 

 まず、移住相談件数の推移でありますが、令和２年度、当室が出来た時から

比較させていただきたいと思いますが、令和２年度２６件、令和３年度は前年

比１６件増の４２件、令和４年度につきましては現段階で前年度１７件増の５

９件の移住相談件数をいただいております。それに伴います移住件数、移住者

数でございます。令和２年度は２件２名でした。令和３年度につきましては１

７件増３０名増の１９件の３２名ということです。令和４年度今日現在で１８

件３５名、去年を上回る移住者数となってございます。 

 次に、移住に関わるお試し暮らしについての実績でございます。コロナ過で

受け入れを一部中止した期間がございますが、令和２年度についてはコロナ過

で受け入れを中止してございます。令和３年度については、２件４名の受け入

れをしてございます。令和４年度８件１２目、これは１２月１４日現在でござ

いますが、８件１２名のお試し暮らしの受け入れとなってございます。 

 先ほど町長の答弁の中にもございましたが、定住促進という観点から実施し

ております住替え促進事業の実績でございます。令和２年度につきましては、

購入４件、購入改修６件、賃貸１件の実績。令和３年度につきましては、住替

え購入が５件、購入して改修した件数が７件、買主に対する助成が１件、賃貸

が４件。令和４年度につきましては、購入が３件、購入改修したものが８件、

購入して１年以上たって１年以内に改修したものが１件、賃貸が３件というこ

とになってございます。 

 定住促進助成ということで、令和３年度から実施しております新築住宅準備、

継続就業自動車取得、免許取得等の助成の件数でございますが、令和３年度に

ついては、新築の助成が８件、住宅準備が１２件、継続就業自動車取得、免許

については実績ゼロということでございますが、令和４年度については新築が

現段階で１１件、住宅準備の引っ越し等の費用に係る助成が１２件、継続就業

１年以上同じところに勤務する者に対する助成が４件、自動車取得が１件、免

許についてはゼロ件ですが今後助成の支出の見込みがございます。 
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 続きまして、空き家バンクについてです。登録件数が横ばいで大体令和２年

度が２０件、３年度が２０件、令和４年度については１１月末現在で１８件と

なってございます。その利用希望者がそれぞれ２０件、２１件、令和４年のに

つきましては３７件ということで、マッチング状況ですが、買い取りが１６件、

賃貸が８件ということで、それなりに動いてございます。傾向として言えます

ことは横ばいの登録物件でございますが、なかなか移住相談の件数の中に空き

家の利用希望が増えてございます。令和４年度については、公住等でなくて空

き家に住みたいということの希望が１．７倍になってございます。しかしなが

ら、空き家バンクにつきましては、需要と供給のバランスが決してとれている

状況ではなく、特に戸建て賃貸物件の不足、東藻琴地区での物件不足など課題

も多くございます。今後も当室において空き家物件の登録を推進し、移住者定

住者対策を積極的に進めてまいりたいと考えております。ぜひ議員各位におか

れましても、空き家等の情報がございましたら、当室にお寄せいただきたいと

思いますので、ご協力賜ればと思います。 

 以上、後藤議員の質問の答弁といたします。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。質問の１点目の大空町が取組むべき課題、国政調査を 

もとに人口の推移を教えていただきました。合併からは国立社会保障人口問題

研究所の推計とほぼ変わらず推移していた。しかしながら、最近は幾らか人口

減少対策の効果が見られつつあるということで、また、今２点目でのお答えで

もありましたけども、空き家バンクが需用が供給に追いついていない状況にも

ある。幾らかこの町としての人口減少対策が、先ほど町長色々な若い世代ばか

りでなく福祉、医療、いろんなことに目を向けないと本当の減少対策にはなら

ないというお話がありました。 

 しかしながら、人口減少対策の方向性としては先ほども申し上げましたけど

も、本町の特徴、強み弱みを知って、その強み弱みを踏まえながら、強みを生

かし、弱みを改善していくことで、効果的な人口減少対策を進められると思い

ますけれども、現在そして将来のまちづくりに有効であると考えられる本町の

町長の考えている特徴、強み弱みがあれば、伺いたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 人口減対策というものに効く薬、特効薬というのがない中で、そう 

いった特効薬があるなら是非処方したいものだなというふうに思っております

けども、そういった中で、やはり１番は総合計画であったり総合戦略、そこに

掲げた事業を着実に実施していくということが基本にあるのではないかなとそ

のように思っています。それを進めていく中で、本町におきましては、認定こ

ども園、大空高等学校への支援など、子育て環境の充実であったり、定住団地

の造成や販売、そして高齢者がいつまでも安心して、この大空町で暮らしてい

ただける、そういった安心を支える事業であったり、あるいは働く方、あるい
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は移住される方が必要とする高速情報通信環境整備による事業、さらには近年

ＩＣＴを活用したスマート農業というのが普及していますので、そういったも

ののなお一層の普及、そういったものを取り進めていく必要があろうかと考え

ているところであります。 

 議員のほうから弱みというお話を伺いまして、先日高校生の政策提言発表会

にありましたけども、高校生は弱みを逆に利用するというようなことで提言さ

れていて、なるほど、こういう考え方というのを改めて高校生に学ばされたな

というふうに思っておりますので、当然大空町には弱みというものも多々あり

ます。例えば買い物だとかそういった商業系の機能、そういったものはどうし

ても町外に流出してしまっているというような状況にありますので、そういっ

た町内の商店街を支えるようなさまざまのソフト事業だとかという展開も、こ

れからも行っていかなければならないそのように考えております。 

 企業を誘致し、働く場をつくり出して、そしてその働く方、さらには家族の

方を町内に呼び込むことができれば、それは人口減少対策にとってこれほどい

いことはないですけども、なかなか正直難しいというところも現状なところで

あります。企業活動の一部を大空町内で実施していただく、そういったことは

企業誘致出来なくてもそういった取り組み、テレワークであるとか、そういっ

たことは十分可能な地域ではあるのではないかなと思います。 

 そして本町には、札幌、東京、そして関西圏と航空路線で結ばれている女満

別空港を有しているという強みというのを持っているところであります。こう

いった強みを生かしながら、さらには関係人口を創出する高校生、そこの高校

にかかわる方々も大空町の貴重な関係人口だと思っておりますので、そういっ

た方々の力もいただきながら、まちづくりを町民と一緒につくってまいりたい

と考えているところでございます。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 ７番。今、町長からお話ありました。確かに大空町は近隣市町 

への利便性がいいことはとてもいいんですけども、それが従業の流入超過の要

因ともなっておりますし、最近の近隣の市の施策の今後行われると考えられる

動向をみますと、本町施策と横並びになりつつありまして、余計に市と町村と

の独自性が出しにくい状況が考えられます。 

 また、課題といたしましては、先ほど行政報告の中にもありましたけれど

も、道東南北に貫く北海道横断自動車道網走線のうち、美幌高野インターチェ

ンジ北見東インターチェンジが事業中、女満別空港網走間の計画が社会資本整

備審議会道路分科会に開発局より提示されており、今後、地域の皆様や道路を

利用される方からのご意見を道路計画に反映するためアンケート及びヒアリン

グ調査が予定されている。これはもうホームページにも載っていることですけ

ども、このことも将来のまちづくりに大きく影響を与えると考えられます。 

 利便性がよくなる。しかしながらなかなかこう町に住み、大空町に住みたい

というところを出すのがなかなか難しいと思うんですけど、なにかそれについ

て今感じていることがあればお聞かせを願いたいと思います。 



45 

 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 大空町の女満別地区も東藻琴地区も、どちらかというと国道等も 

走って交通の利便性が高いということもあって、商業っていいましょうか、買

い物だとかについては町外に出てしまっているというところは確かにあるとこ

ろであります。そういった中でも、さまざま地域としての独自性を発揮しなが

ら、商業の活性化だとか、そういったことも行いながら、町外への流出といっ

たものを少しでも町内に向けられるように努力してまいりたいと考えておりま

す。 

 また、先ほど高規格幹線道路の延伸のお話もありました。私も行政報告で申

し上げましたように、国における第２回の地方小委員会が行われましたので、

次は、このアンケート調査をもとに第３回目の地方小委員会というのが恐らく

１年後ぐらいに開催されることになろうかと思います。それを終えて、さまざ

まな環境調査だとかを行ったうえで、恐らくこれから近いうちに網走に向かっ

た計画の策定、さらには工事等が進められていくというように考えております。

当然今までであれば女満別空港で降りたお客様は、阿寒方面等に行かれる方は

直接そちらのほうに向かっていくのかもしれませんが、網走方面、知床方面に

観光される方は、女満別地区の町中を通って網走や知床方面に行かれていたの

かなと思います。ただこの高規格道路が網走まで通じてしまうと、ひょっとし

たら女満別空港から降りてすぐ高規格道路に乗って、真っすぐそちらのほうに

走っていくということは考えられるところではあるかなと思っております。そ

ういった中で町としてできること、高規格道路の部分でいいますと、インター

を町として必要な箇所に設けていただくということも当然これは国に対してお

願いしていかなければなりませんが、やはり町中にインターに乗らないで、少

なくても大空町のところにつきましては、車で通っていただけるような何か魅

力というものが必要になろうかと思います。今の８月のお盆ぐらいのところで

ちょうどリサイクルセンター前にヒマワリを咲かせていただいておりますけど

も、非常にたくさんの方々がご覧になっていただいています。そういった花で

あったり、あるいはやはり町中で飲食する場所であったり、見学する場所、そ

ういった魅力的なものを考えていかなければ、空港から降りた方を町中に誘導

するということはなかなか難しいのかなと思っております。まだ時間はあるの

かもしれませんが、もう余り時間がないという見方もできるかと思います。町

中に人が、観光客が少しでも寄っていただける、そういった取り組みをするた

めどういった政策、施策が必要なのかということころを改めて突き詰めて考え、

検討してまいりたいと考えておりますので、また、議員皆様のほうからも、さ

まざまなご意見やお考えをお寄せいただければ大変ありがたいかなと思ってお

りますので、今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 ７番。ご答弁ありがとうございます。若い世代が働く世代となって 
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いく今後の３０年。３０年さき遠いようで近いと思います。当然ながら日々町

民の皆さんに寄り添い意見を聞きながら足元の課題解決することは町長おっし

ゃるように重要ではでありますけれども、政治家として２０年３０年先のこと

を、また、町民の皆様そして議会と共に持続可能な未来のまちづくりを考えて

いらっしゃると思いますけれども、なかなか大変な部分でありますが、今後と

もよろしくお願いしたいと思います。 

 ２点目の再質問に移りたいと思います。 

 過日、町の移住・定住支援室で町の魅力発信のため、プロト大空プロジェク

トと題しプロモーションを展開し、その一貫として大空高校生が町の関係人口

創出をテーマにアイディア作りに取り組み、町に対する政策提言を公開で実施

しましたが、その政策提言の内容と率直な感想を伺いたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 １２月１１日に行われました大空高校生による政策提言発表会、 

議員さんの中にも参加されていた方がおられようと思います。そちらの提言発

表会に参加させていただきまして、まずは先に率直な感想でございますけれど

も、本当に高校生１年生と２年生の発表だったのですが、２年生は１年間大空

高校で学んで来ているというところがあります。１年生はつい昨年まで中学生

だったと、その生徒たちが自らから町の課題を見つけ、それをどうしていこう

かということを資料として作成し、そして発表するというその姿や、その取り

組みに非常に感心をしたところであります。自分の高校時代とちょっと引き合

いに出し、今の高校生ってすごいなということを改めて思ったところであり、

それぞれのアイディアをすごく楽しく聞かせていただいたところであります。 

 高校生のアイディアをご紹介いたしますと、一つのグループでは田舎という

か、この大空町の何もなさを逆に、先ほどのマイナスということではなく、そ

れをプラスに変えて行く、逆に売りにして自然の中で働く環境作り、ストレス

を抱えた現代人の働き方を応援するとそういった仕組みであったり、この大空

町にある自然を売りに、町公認の若い方から高齢者の方まで参加できるような

部活動を作ってはどうかだとか、車を改装して移動別荘や、まちの廃校舎を活

用したホテルを作ってはどうか、そういったことが提案として出されておりま

した。さらには人々のさまざまなニーズをつなぐマッチングアプリを活用した

サービスにより、学び直し、今リカレントということで最近ある程度年齢にな

ってから改めて勉強し直すという動きが広まっておりますし、生きがいを育む

という、本当にさまざまな観点からアイディアをご提案いただいたのかなとそ

のように思っているところであります。 

 今後につきましては、そのいただいたアイディアというものを町として、ど

のようにしていくのかというのを検討し、そこに事業費を充てるという形では

なく、高校生やさまざまな大人が広くかかわっていくそういった仕組みの中で、

住んでいる人みんなが主体となって最終的な社会実装を目指していければなと

いうふうに考えておりますのと、提案をいただいた高校生が将来、大空町の職

員になって、あるいは大空町の企業に入って、そういったまちづくりを担う一



47 

 

端になっていただければなと、そんな思いを持ったところであります。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 ７番。私もそのプロト大空に講評として参加させていただきまし 

たけども、私の感想といたしましては、将来のある高校生が未来のまちづくり

を語ることがとても楽しく感じましたし、プロト大空プロジェクトが地域課外

活動であるにもかかわらず、１、２年生の約半数の生徒が有志として取り組ん

だこと。そして４チームの政策提言のそれぞれが現代の世相を鑑み、そこに町

の特徴や強みをどのように生かしていくかをシンプルにわかりやすく発表して

いただき、とてもよいプロモーションになったと思いました。 

 今回の政策提言発表会のテーマは関係人口の創出でしたが、大空高校は皆さ

んご存じのとおり、町そして教育委員会において地域振興の核として位置づけ

られているわけであります。今後も地域課外活動や地域、企業との多様な協力

活用により活発に関係人口を創出していただき、学校のコンセプトである世界

と地域をつなぐ大空で道を切り開く飛行機人となってほしいと思います。 

 先ほど町長がいただいたアイディアを検討し、すぐには予算づけとかそうい

うことにはならないかもしれないけれど、なるべく子どもたちのアイディアを

基にと言いますか、それが実装できればいいかなというお話がありました。 

 ぜひ、お互い出席させていただきましたけど、あの子たちのエネルギーはす

ばらしいなって思いましたので、前向きに考えていただければと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 子どもたちの前向きな意見というのは大変重く受けとめたところ 

でありますので、その点についてはご理解いただきたいと思います。 

 大空高校になって当初、１年目は２９人程度の入学で町内から５名、そして

２年目４０名の入学があり、町内者が確か１５名ということで、高校生の１学

年の半分以上が町外者ということで、大空高校自体がある意味関係人口を創出

してくれている場所であるなと、そのように感じております。当然企業だとか

との関わり、そういった関わってくれる方々も関係人口でありますし、まずは

高校生、その関係人口の方々をしっかり大空町で育て、教育し、社会に出て羽

ばたいていけるよう、そういった取り組みをずっと継続してつなげていくこと

が、大空町のゆくゆくの発展、まちづくりに大きくつながっていくことを期待

しておりますし、信じているところでありますので、こういった高校の取り組

みはしっかり町としてこれからも応援していきたいなと思っているところであ

ります。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 ７番。私も町長の考えと同じでありまして、先ほどもおっしゃって 

ましたけども、生徒の皆さんが道を切り拓く飛行機人となって卒業し、それぞ
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れの道、人生を歩んで、故郷大空町にそのまま就職していただいても構いませ

んけども、誇りと愛着を持ち続け、２０年３０年後、再び住みたいと思えるま

ちづくりに強く取り組まなければいけないと改めて感じたところであります。 

 近隣市のように何でも揃ってはいませんけれども、町民同士の顔が見える居

心地のよい、なんか楽しいなと感じる住みよい町、そこに今回の大空高校生が

発表した施策の中に、若い世代の皆さんが大空町に住みたいと感じるヒントが

隠されているような気がいたしました。 

 先ほど町長も人口減少対策には特効薬はない。本当にそう思います。今朝の

道新の記事を見ましても、ある道南のほうの市の記事にも載っていましたけれ

ども、あれだけ大きい町でも人口減少対策危機管理本部みたいなものを立ち上

げなければいけないような記事も出ておりました。２０４０年、２０５０年に

向かって、間違いなく人口は減少していくのは確実なことだと思います。その

中でも、やはり、今、移住・定住支援室を設置し、また大空高校という地域振

興の核となるもの、いろんな全国の方たちを受け入れて、そしてまた新しい考

えを受け入れることをやっている大空町は今後とも、その子たちが、先ほど言

いましたように、卒業して２０、３０年後戻ってきてもいいですし、なんかキ

ラッと光る大空町になれる力があるんじゃないかなと最近感じつつあります。 

 なかなか町政大変ではございますが、今後ともどうぞよろしくお願いいたし

たいと思います。 

 以上、一般質問を終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 私も高校生が貴重な本当に大切な思春期真只中の３年間を大空町 

で過ごすということは、本人にとってもすごく心に残ることであると思います。

３年間学んで町内にとどまっていただけるのももちろんありがたいことではあ

りますけども、社会に出て、町外に出て、そこでさまざまなことを経験し、学

んで、それを大空町にまた帰っていただける、そのようなことになれるように、

ちょうどその帰ってこようと思ったときに、大空町が元気がないなと言われな

いように活力のあるまち、そういったものをいつまでも継続して子どもたちが

一回、ちょっと大空町に戻って何か起業しようといったときに選んでいただけ

るような、そういった町であり続けていけるように、これからもさまざまな課

題に向き合って取り組んでまいりたいと思いますので、今後ともご指導をお願

いいたします。 

 

◇議  長 これにて後藤忍議員の一般質問を終了します。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

（散会 午後２時２６分） 
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（開会 午前１０時００分） 

     ◎会議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

 ただいまから、令和４年第４回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において、８

番、三條幸夫議員及び９番、上地史隆議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

  事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全 

員であります。 

 本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付してい

るとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合があり

ますことをご了承願います。 

 本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

 以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第２ 認定第１号から認定第８号 

◇議  長 日程第２、認定第１号、令和３年度大空町一般会計歳入歳出決算 

認定についてから、認定第８号、令和３年度大空町個別排水処理事業特別会計

歳入歳出決算認定についてまでの８件を一括議題とします。 

 本件は、令和４年第３回定例会において、議会閉会中の継続審査事件として

決算審査特別委員会に審査の付託を行ったものであります。 

 したがって、本件の審査結果について、決算審査特別委員会委員長の報告を

求めます。 

 決算審査特別委員会委員長、三條幸夫議員。 

 

◇三條委員長 改めておはようございます。 

 決算審査特別委員会における審査の結果について、ご報告いたします。議会

議案書の１ページから３ページをご覧いただきたいと思います。 

 令和４年第３回大空町議会定例会において設置され、当委員会に審査の付託

がありました事件は、認定第１号、令和３年度大空町一般会計歳入歳出決算認

定について。認定第２号、令和３年度大空町国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算認定について。認定第３号、令和３年度大空町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定について。認定第４号、令和３年度大空町介護保険事業勘定
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特別会計歳入歳出決算認定について。認定第５号、令和３年度大空町介護サー

ビス事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について。認定第６号、令和３年度大

空町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。認定第７号、令和３年

度大空町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。認定第８号、令和３

年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定についての８事件であ

ります。 

 去る１０月１８日、当議会議事堂におきまして、審査のための特別委員会を

開催し、町長をはじめ関係職員の出席を求めて慎重に審査の結果、委員会審査

報告書のとおり、認定第１号から認定第８号までの８事件すべて原案のとおり

認定すべきと決定いたしました。 

 以上、当委員会に付託されました事件の審査経過と結果を申し上げ、大空町

議会会議規則第７７条の規定による報告といたします。 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

 お諮りします。認定第１号から認定第８号までの８件を一括して採決したい

と思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、そのように決定しました。 

 これから、認定第１号、令和３年度大空町一般会計歳入歳出決算認定につい

てから、認定第８号、令和３年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決

算認定についてまでの８件を一括して採決します。 

 お諮りします。認定第１号から認定第８号までの８件の決算に対する委員長

の報告は認定するものであります。 

 この８件の決算は、委員長の報告とおり認定することにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、認定第１号、令和３年度大空 

町一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第８号、令和３年度大空町個

別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定についてまでの８件の決算について

は、認定することに決定しました。 

 

    ◎日程第３ 議案第７９号 

◇議  長 日程第３、議案第７９号、財産の無償貸付についてを議題としま 

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書１ページをお開きください。議案第７９号、財産の無償 

貸付けについて。 
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 次のとおり、財産を無償貸付けしたいので、地方自治法第９６条第１項第６

号の規定により議会の議決を求める。令和４年１２月２０日提出、大空町長、

松川一正。 

 記、１、無償貸付けの目的。大空町医療計画に基づき、医療供給体制を確保

するため、土地及び建物無償貸付けする。 

 ２、無償貸付けする土地及び建物の所在地、種別、数量。別紙のとおり。別

紙については、ページをめくっていただきまして２ページでございます。 

 別紙 １、土地。大空町女満別西４条４丁目６４番３３、宅地、６３４．７

０平方メートル。同じく２４７番１２、宅地、２３．８４平方メートル。同じ

く６４番４５の一部、宅地、２０．００平方メートル。同じく６４番５１、宅

地、６２２．８１平方メートル。同じく６４番５４、宅地、１１６．７３平方

メートル。同じく２４７番２０、宅地、２３０．９５平方メートル。地積合計

１，６４９．０３平方メートル。 

 ２、建物。（１）住宅。所在地、大空町女満別西４条４丁目６４番５４、２

４７番２０。構造・数量、木造亜鉛メッキ鋼板ぶき平屋建て、１棟、１１１．

７８平方メートル。（２）車庫。所在地、大空町女満別西４条４丁目６４番４

５。構造・数量、軽量鉄骨造、１棟、１８．７２平方メートル。面積合計１３

０．５０平方メートル。 

 別にお配りしております定例会参考資料１ページをご覧ください。今回ご提

案申し上げます無償貸付け予定土地及び建物の配置図を付けさせていただいて

おります。 

 図面の右側が道道女満別空港線、下側に大型店舗という位置関係で、網掛け

をしている点が貸付物件でございます。 

 図面の左側、③６４の４５の一部は法人所有車両の車庫として、その上にあ

る④６４の５１は職員駐車場用地として、やや下の⑤６４の５４及び⑥２４７

の２０は常勤医師の医師住宅として、いずれも平成２９年４月１日から３年間

さらに令和２年４月１日からは、①６４の３３及び②２４７の１２は職員駐車

場用地として追加して無償貸付けをしている物件でございます。いずれも、令

和５年３月３１日の貸付期間満了に伴い、無償貸付けを更新したい物件であり

ます。 

 議案書１ページにお戻りください。 

 ３、無償貸付けの期間。令和５年４月１日から令和８年３月３１日まで。 

 ４、無償貸付けの相手方。大空町女満別西４条４丁目１番２９号、医療法人

社団双心会、理事長、加藤秀和。 

 ５、無償貸付けの条件。使用貸借契約による。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第７９号、財産の無償貸付けについてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第７９号、財産の無償貸 

付けについては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第８０号 

◇議  長 日程第４、議案第８０号、指定管理者の指定についてを議題とし 

 ます。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書５ページでございます。議案第８０号、指定管理者の指定 

について。 

 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を次のとおり指

定したいので、議会の議決を求める。令和４年１２月２０日提出、大空町長、

松川一正。 

 記、１、施設の名称等。大空町女満別西１条３丁目２番５号、大空町地域福

祉センター。 

 ２、指定管理者の名称等。大空町女満別西１条３丁目２番５号、社会福祉法

人大空町社会福祉協議会、会長、崎山秀昭。 

 ３、指定の期間。令和５年４月１日から令和８年３月３１日まで。 

 大空町地域福祉センターは、高齢者及び障害者等の生きがいづくりと情報交

換の場を提供し、地域コミュニティ活動の推進を図ることを目的に令和２年１

０月１日に開設しました。開設と同時に指定管理者制度を導入し、社会福祉法

人大空町社会福祉協議会が指定管理者となり、令和５年３月３１日までの２年

６カ月間を指定期間として管理運営が行われています。指定期間が令和５年３

月３１日で満了となるため、令和５年度から３年間の指定管理者の指定の議決

を求めるものです。 

 候補者の選定理由は、高齢者及び障害者の福祉に関する事業、ボランティア

活動支援事業、福祉情報の提供、地域交流の推進も行っており、当該施設の設

置目的を達成することが期待できることから、大空町公の施設に係る指定管理

者の指定手続等に関する条例第５条第１項第１号の規定による公募によらない

指名が適当であるとの意見を受けたところです。これにより募集要綱に基づい

た指定管理申請書の提出を受け、内容を審査し、その後、指定管理者選定委員
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会において大空町社会福祉協議会が候補者として適正であるとの判定を受け、

指定管理者の候補者として選定したものでございます。 

 なお、定例会参考資料３ページに関係資料を掲載してございますので、ご覧

願います。 

 以上、提案理由を申し上げましたので、ご審議くださいますようお願いいた

します。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第８０号、指定管理者の指定についてを採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８０号、指定管理者の 

指定については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第５ 議案第８１号 

◇議  長 日程第５、議案第８１号、指定管理者の指定についてを議題とし 

ます。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。砂金生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 議案書７ページをお開きください。議案第８１号、指定管 

理者の指定について。 

 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を次のとおり指

定したいので、議会の議決を求める。令和４年１２月２０日提出、大空町長、

松川一正。 

 記、１、施設の名称等。大空町東藻琴３６０番地の１、大空町東藻琴農村環

境改善センター・大空町東藻琴公民館。 

 ２、指定管理者の名称等。網走郡美幌町字青山北４３番地の８、フジケンビ

ルサービス株式会社、代表取締役、畠山隆。 

 ３、指定の期間。令和５年４月１日から令和８年３月３１日まで。 

 東藻琴農村環境改善センターは、町民の学習活動の振興と生活技術の習得な

ど、住民福祉の増進に寄与することを目的として、昭和５５年１１月に設置さ
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れた施設であります。当施設は、東藻琴公民館としても位置づけられているこ

とから二つの名称となっております。 

 指定管理者の指定手続きにあたりましては、大空町公の施設に係る指定管理

者の指定手続等に関する条例に基づきまして公募を行った結果、現在の指定管

理者でありますフジケンビルサービス株式会社１社のみの応募でありました。 

 フジケンビルサービス株式会社は、同施設の現在の指定管理者であり、施設

を活用した事業の展開による生涯学習の振興とともに、安全を考慮した安心な

施設管理が見込まれることから、大空町公の施設に係る指定管理者の指定手続

等に関する条例に基づきまして指定管理者選定委員会による審査の結果、候補

者として選定したところであります。期間は３年間であります。 

 なお、施設の概要等につきましては、定例会参考資料の５ページに掲載して

おりますので、ご覧いただきたいと思います。 

 以上、提案の説明とさせていただきますので、ご審議くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８１号、指定管理者の指定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８１号、指定管理者の 

指定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第８２号 

◇議  長 日程第６、議案第８２号、大空町議会議員及び大空町町長の選挙 

における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定について

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。篁選挙管理委員会事務局長。 

 

◇選挙管理委員会事務局長 議案書の９ページでございます。議案第８２号、 

大空町議会議員及び大空町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例

の一部を改正する条例制定について。 
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 このことについて、別紙のとおり提出する。令和４年１２月２０日提出、大

空町長、松川一正。 

 議案書１１ページにつきましては、改正条文でございます。 

 大空町議会定例会参考資料の７ページに大空町議会議員及び大空町長選挙に

おける選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の概要を、８ペ

ージから９ページには新旧対照表を掲載しております。 

 改正の内容につきましては概要によりご説明させていただきますので、参考

資料の７ページをお開き願います。 

 議案第８２号関係、大空町議会議員及び大空町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の一部を改正する条例の概要です。 

 改正の概要でございますが、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動

用自動車の使用及び選挙運動用ビラの作成に係る公費負担の限度額を引き上げ

るため、条例の一部を改正するものでございます。項目、関係条文ごとに改正

の概要をご説明いたします。 

 項目、選挙運動用自動車の使用の公費負担額、関係条文は条例第４条第２号

アになります。選挙運動用自動車の借上に係る公費負担の限度額の引上げ、１

日当たり１万５，８００円を１万６，１００円に引き上げいたします。 

 関係条文条例第４条第２号イ、燃料代に係る公費負担の限度額の引上げ、１

日につき７，５６０円を７，７００円に引き上げいたします。 

 項目、選挙運動用ビラの作成の公費負担額、関係条文は条例第８条になりま

す。選挙運動用ビラ作成に係る公費負担の限度額の引上げ、１枚当たり７円５

１銭を７円７３銭に引き上げいたします。施行期日につきましてはいずれも公

布の日からとしております。 

 項目、適用区分、関係条文は附則第２項なります。この条例の施行の日後そ

の期日を告示される選挙について適用し、この条例の施行の日までにその期日

を告示された選挙については、なお従前の例による。としております。 

 以上、大空町議会議員及び大空町長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例の一部を改正する条例制定について、提案理由をご説明申し上げまし

たので、ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８２号、大空町議会議員及び大空町長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 
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 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８２号、大空町議会議 

員及び大空町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正

する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第７ 議案第８３号 

◇議  長 日程第７、議案第８３号、大空町職員の定年等に関する条例の一 

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書１３ページでございます。議案第８３号、大空町職員の定 

年等に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和４年１２月２０日提出、大

空町長、松川一正。 

 １５ページから２７ページにつきましては改正条文でございます。内容につ

きましては、参考資料にて説明をさせていただきますので、参考資料の１１ペ

ージをお開き願います。 

 改正の概要です。このたびの改正は地方公務員法の改正に伴いまして、本町

職員の定年を段階的に引き上げるなど所要の改正を行うものでございます。 

 項目の一つ目、定年年齢引き上げに関する規定でありますが、地方公務員法

の改正に伴いまして引用する条項等を整理します。また、現行６０歳の定年年

齢を表にありますとおり、令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げま

して、令和１３年度からは６５歳とするものです。 

 次の項目、管理監督職勤務上限年齢制、通称役職定年制の導入ですが、まず

６０歳に達した職員につきましては、その後最初の４月１日までに管理監督職

以外の職に降任する規定を設けます。なお、対象となる職員につきましては、

現行の管理職手当が支給されている者となります。また、降任等を行うに当た

りましては遵守すべき基準を規定します。さらに公務の遂行に支障が生じる場

合につきましては、引き続き管理監督職として勤務できる規定を設けます。 

 次の、定年前再任用短時間勤務制の導入は、６０歳に達した日以後定年前に

退職した職員につきまして短時間で勤務する職に再任用できる規定を設けま

す。 

 １２ページをお開き願います。情報提供及び勤務の意思確認の項目ですが、

６０歳に達する前の年度に、６０歳以後の任用、給与に係る内容などに係る情

報提供し、さらに勤務の意思を確認する規定を設けます。また、令和５年度に

６０歳に達する職員につきましては、令和４年度、今年度中に情報提供、意思

確認を行うことといたします。 

 次の暫定再任用制度は、定年年齢を段階的に引き上げる間に定年退職した職

員につきましては、６５歳に達する年度の末日まで、現行と同様に再任用でき
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る制度を暫定的に措置します。 

 なお、施行期日につきましては、来年度６０歳となる職員への情報提供など

に関しましては公布の日から施行し、その他の規程につきましては令和５年４

月１日からとするものです。 

 以降１３ページから２７ページには新旧対照表を掲載させていただいており

ます。 

 以上、提案理由につきまして説明申し上げました。ご審議くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８３号、大空町職員の定年等に関する条例の一部を改正する

条例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８３号、大空町職員の 

定年等に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決

されました。 

 

    ◎日程第８ 議案第８４号 

◇議  長 日程第８、議案第８４号、地方公務員法の一部改正に伴う関連条 

例の整備に関する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２９ページでございます。議案第８４号、地方公務員法の 

一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和４年１２月２０日提出、大

空町長、松川一正。 

 ３１ページから３９ページにつきましては改正条文でございます。内容につ

きましては、参考資料にて説明をさせていただきますので、参考資料の２９ペ

ージをお開き願います。 

 条例の概要です。このたびの改正は、先ほどと同様に定年延長に係る地方公
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務員法の改正に伴いまして、関係条例を整備するものです。 

 初めに、左の項目欄、第１条、公益的法人等への大空町職員の派遣等に関す

る条例。次の第２条、大空町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例につ

きましては、それぞれ地方公務員法の改正に伴いまして、引用する条項等を整

備するものです。 

 第３条、大空町職員の分限についての手続及び効果に関する条例につきまし

ては、管理監督職勤務上限年齢制、いわゆる役職定年制の導入に伴いまして、

降給に関する規定を設けます。 

 第４条、大空町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例は、制度改正を踏ま

えまして、職員の減給に関する規定を整備します。 

 第５条、大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例につきましては、定年

前再任用短時間勤務制の導入に伴いまして、再任用短時間勤務職員を定年前再

任用短時間勤務職員に文言を改正します。 

 ３０ページをお開き願います。第６条、大空町職員の育児休業等に関する条

例は、管理監督職勤務上限年齢制の特例措置により引き続き管理監督職として

勤務する職員につきましては、育児休業、育児短時間勤務をすることができな

い規定を設けます。また、定年前再任用短時間勤務制の導入に伴いまして、再

任用短時間勤務職員を定年前再任用短時間勤務職員に改正します。 

 第７条、大空町職員の給与に関する条例につきましては、定年前再任用短時

間勤務職員の俸給に関する規定、また、再任用制度を廃止し、定年前再任用短

時間勤務制を導入することに伴う文言の改正、さらに、管理監督職勤務上限年

齢制の導入により、俸給月額を７割水準とする規定などを整備するとともに、

行政職給料表を改正するものです。 

 最後に第８条ですが、再任用制度の廃止に伴いまして、大空町職員の再任用

に関する条例を廃止するものです。 

 なお、施行期日につきましては、すべて令和５年４月１日でございます。 

 以降３１ページから４１ページには新旧対照表を掲載させていただいており

ます。 

 以上、提案理由につきまして説明申し上げました。ご審議くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８４号、地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関
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する条例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８４号、地方公務員法 

の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例制定については、原案のとおり

可決されました。 

 

    ◎日程第９ 議案第８５号 

◇議  長 日程第９、議案第８５号、北海道大空高等学校寄宿舎条例の一部 

を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。村山生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 議案書４１ページをご覧ください。議案第８５号、北海道 

大空高等学校寄宿舎条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和４年１２月２０日提出、大

空町長、松川一正。 

 議案書４３ページに改正条文を載せておりますが、改正の詳しい内容につき

ましては、別冊の定例会参考資料で説明をいたしますので、参考資料の５１ペ

ージを併せてご覧ください。 

 今回の一部改正の要旨は、これまで大空高校の寄宿舎として条例に位置づけ

ていた女満別寄宿舎について、令和３年４月から生徒の入寮を東藻琴寄宿舎に

集約し、現在建設中の交流拠点施設の供用開始の見通しが立ったことから、当

該寄宿舎についての条文、項目を条文から削除するものでございます。 

 参考資料５１ページに新旧対照表載せております。表の右が改正前の条例、

左が改正後の条例を示しております。 

 改正の内容につきましては、条例第３条の名称及び位置の条文において女満

別寄宿舎の項目を削除し、第９条の使用料においても同様に削除するものです。 

 なお、附則において、この条例は公布の日から施行するとしています。 

 この女満別寄宿舎については、道立の女満別高等学校の寄宿舎として通学困

難者の就学機会の確保と教育の振興を図るため、平成２５年３月に建設したも

のです。主に野球部の生徒が利用しており、隣接の旧旅館の施設と合せ、ピー

ク時には２９名の生徒が入寮し、平成２５年から令和３年まで延べ人数で１０

１人の生徒の生活を支えてきました。こうした功績は当時の女満別高校の生徒

募集と地域振興に大きく寄与したもので、加えて寮生の学校生活については、

多くの町民からご支援をいただいたところでございます。その後、令和３年４

月に高校の町立移管による発展的な統合、さらには社会情勢の変化により、高

等学校教育のあり方が大きく変わる中、その役割を大空高等学校交流拠点施設

に移すものでございます。 

 以上、提案理由の説明をさせていただきました。ご審議くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８５号、北海道大空高等学校寄宿舎条例の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８５号、北海道大空高 

等学校寄宿舎条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決さ 

れました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第８６号 

◇議  長 日程第１０、議案第８６号、北海道大空高等学校交流拠点施設条 

例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。村山生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 議案書４５ページをご覧ください。議案第８６号、北海道 

大空高等学校交流拠点施設条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和４年１２月２０日提出。大

空町長、松川一正。 

 次のページの４７ページから４９ページに条文の本文を載せておりますが、

詳しい内容の説明につきましては、お配りしております定例会参考資料で説明

をしますので、参考資料の５３ページをご覧ください。 

 初めに条例制定の趣旨ですが、大空高等学校を核とした人材育成と地域づく

りの実践により地域の活性化に資するため、生徒と地域内外の人材との交流を

通じた学びの場と、生徒寄宿舎としての機能を併せ持つ交流拠点施設の整備に

伴い、北海道大空高等学校交流拠点施設条例を新たに制定するものでございま

す。 

 次に、条例の概要でございます。第１条には、制定の趣旨で述べたように、

生徒と地域内外の人材との交流を通じた学びの場及び通学が困難な生徒の寄宿

舎としての機能など、施設設置の目的を示しております。 

 第２条は、施設の名称と位置を規定し、第３条及び第４条において、施設の

所管を大空町教育委員会としております。 
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 第５条は、施設利用の対象者を示しており、一つ目は、大空高校生のうち通

学に困難な事情がある者。二つ目は、大空高校生との研修や交流を行う者。加

えて、所管する教育委員会が特別な理由があると認めた者としております。 

 第６条においては、施設の使用について、大空町教育委員会の許可について

規定し、第７条においては、秩序や風紀を乱すような場合など、使用制限につ

いても明示しております。 

 第８条には、使用料を規定しており、生徒の寄宿に関しては１カ月あたり１

万５，０００円。交流する者の一時滞在者については１泊２，５００円として

おります。 

 第９条には、使用料の減免。第１０条には、使用料の還付。第１１条は、使

用許可取消し等、一度使用許可をした者に対する許可取消しの事項を規定して

います。 

 また、第１２条は、原状回復の義務。第１３条は、損害賠償の義務。第１４

条は、免責を規定し、第１５条において、条例の施行に関し必要な事項は、教

育委員会が規則で定めるとしており、また、最後の第１６条には、過料として、

不正な行為に対する罰則規定を明示しています。 

 なお、当該施設は、現在建設工事の進捗状況から見て、令和５年の３月に完

成を予定しており、附則において、この条例の施行を令和５年４月１日からと

し、新年度から供用開始したいと考えております。 

 最後に、この条例の施行規則を５５ページから６５ページまで掲載しており

ます。具体的な手続きや食費の額、申請様式などを定めたものでございます。 

 以上、提案理由の説明をさせていただきました。ご審議くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。２番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 ２番。地域交流拠点施設というのは今回完成しまして、地域住民と 

の交流と寄宿舎としての機能を併せ持つ施設ということで、今後は高校生と町

民の振興が深まり、さらにはこの施設ができることによって、道外からも生徒

が来る環境が整ったということで、生徒募集にも今後また期待が持てると思っ

ております。 

 ただ一方で、町立の高校として町内の中学生にもたくさん入学をしていただ

きたいという考えもございます。この部分、教育委員会としてどう考えている

のか。 

 また、町立校としての地域社会における高校の役割をどのように考えている

のか、お伺いしたい。 

 質問は以上です。 

 

◇議  長 村山生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 まず、教育的な視点におきまして、高等学校教育の考え方 

について説明をさせていただきます。 
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 学校教育法におきましては、高等学校教育とは義務教育の基礎のうえにより

社会に近い教育機関として、一つは将来の進路を確定させること。一つは社会

に必要な一般的な教養を高めること。そして、必要に応じて専門的な知識や技

能を習得させることが法律上の高等学校教育の役割となっております。 

 そのため、高校は義務教育とは異なりまして、一様に同じ教育を行うのでは

なく、普通科、職業学科、総合学科などの学科が設けられておりまして、生徒

が自分の意思で、将来の進路に合わせて志望校を選択することができるように

なってございます。 

 したがって、町立ということを理由にして町内の中学生をすべて大空高校に

入学させるという考えは、将来の進路を限定的にさせるものになるため、高等

学校教育の法律上の本旨に沿うものではないことをあらかじめご理解をいただ

きたいと思います。 

 そうした趣旨を踏まえたうえで、大空高校の町立高校としての役割と使命を

申し上げますと、当然におきまして大空高校は町民の皆様の税金により運営を

されていることから、町民の意向に沿った高等学校教育が展開されるべきもの

であり、町民の期待に応え、町内のたくさんの中学生が自分の意思で選んでい

ただけるような学校づくりをしなければならないと考えております。 

 大空高校の開校にあたりましては、小中学生の保護者から意向を集約し、特

に将来の生き方や進路についての学び、さらには大学や短大への進学を望む声

が多かったことから、学科を総合学科として進学が可能なカリキュラムを設定

したところでございます。 

 一方で、町の最高学府としての地域社会における役割を申し上げますと、従

来の女満別高校及び東藻琴高校の創設が当時の社会情勢により農業後継者の育

成が求められていたところですが、令和の時代におきましては社会情勢が大き

く変わりまして、最高学府としての役割も変化したところでございます。 

 現在の社会情勢におきましては、人口減少や担い手不足が問題とされ、地方

創生が提唱される中、町立の大空高校は本町における問題を見出し、新たな発

想と斬新な考えにより地域課題を解決する学校として、その使命を果たすもの

でございます。先月行われましたプロトオオゾラによる高校生の政策提言は、

まさに大空高校のコンセプトを生徒自身が体現してくれたもので、その画期的

な内容に会場の皆さんがまちの未来の可能性を感じ、町立の高校としての役割

を理解していただいたのではないかとそのように思っております。 

 生徒たちは提言にはとどまらず、政策の実現に向け大空町の町民とともに、

まちづくりに参加したいとそのように言っております。町立の高校は地域に貢

献すべきとの考えもありますが、反対に私たち大人は町立高校をつくる決断を

した責任があり、こうした子どもたちの考えを真剣かつ寛容に受けとめ、一つ

でも政策提言の実現に向けて取り組むことが町の担い手の育成であり、町の将

来をつくる第一歩だと考えます。「大人が変われば子どもが変わる、子どもが

変われば未来が変わる」という格言があります。大空高校の生徒とともに多く

の町民がまちづくりに関わることで、本校の教育の質が高まり、大空高校を志

望する町内の子どもたちが増えるものと思っております。 

 



15 

 

◇議  長 ２番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 はい、２番。参事、ありがとうございます。私もそのように思って 

いまして、今、言った質問の中身は強制的に中学生を大空高校にという話では

僕も話していません。ただ、魅力というものをやはり地元の中学生にもどんど

ん伝えていって、入学したいという希望者を増やしていきたいなと私も考えて

いまして、そのためには、この交流拠点施設というのも十分に活用しながら中

学生、小学生にも高校の魅力を伝えていっていただければと思いますので、今

後ともそのような形で進めていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 質問を終わります。 

 

◇議  長 村山生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 ありがとうございます。現在、交流拠点施設の建設令和５ 

年の４月から供用開始ということでございます。併せて大空高校は令和５年度

からコミュニティスクールとして地域との関わりをより深めた学校として指導

していきたいというふうに考えております。 

 現在、ふれあいトークの中で各自治会を回りまして、町民の皆様に高校生と

の交流、それから高校生と一緒になってまちづくりを考えていこうというよう

な話をさせていただいております。こうしたことで大人が子どもたちと関わり、

子どもたちが地域に愛着を持ってまちづくりにともに一緒に考えていくことが

大事なことかとそのように思っております。 

 交流拠点施設を有効に活用しながら大空高校を町民の皆様に信頼を持ってい

ただけるよう、教育委員会としてしっかりと取り組んでまいりたいと思います。 

 

◇議  長 ほか質疑はありませんか。 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８６号、北海道大空高等学校交流拠点施設条例制定について

を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８６号、北海道大空高 

等学校交流拠点施設条例制定については、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１１ 議案第８７号 

◇議  長 日程第１１、議案第８７号、大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一 

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。田中東藻琴総合支所長。 

 

◇総合支所長 議案書の５１ページでございます。議案第８７号、大空町藻琴 

山温泉芝桜公園条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和４年１２月２０日提出、大

空町長、松川一正。 

 議案書５３ページから５５ページにつきましては、改正条文でございます。

大空町議会定例会参考資料の６７ページから６８ページに一部改正条例の概

要、６９ページから７１ページには新旧対照表を掲載しております。 

 改正の内容につきましては概要によりご説明させていただきますので、参考

資料の６７ページをお開き願います。 

 議案第８７号関係、大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部を改正する条例の

概要です。改正の趣旨でございますが、東藻琴芝桜公園は全国的な新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響により、令和２年度から２年間、芝桜まつり期間中

の閉園や途中閉園を余儀なくされ、本年度につきましても道外や海外からの来

園者数が激減し、大変厳しい経営状況となっております。一方、入園料などの

使用料につきましては、合併後一度も改定していないことから、近年の人件費

や資材など物価の上昇を踏まえ、近隣の花公園における入園料等の改定状況も

参考にしまして、来年度に向けて使用料等の改定を行うものでございます。併

せまして、藻琴山温泉の施設、名称は既にございませんことから、条例の題名

を改めるとともに、近年希望者が増加傾向にありますキャンプ場の日帰り利用

の項目を新たに追加するため、条例の一部を改正するものでございます。 

 続きまして、項目ごとに改正の内容をご説明いたします。初めに、題名でご

ざいますが、ただいまご説明いたしましたとおり、本条例の題名を大空町東藻

琴芝桜公園条例に改めます。 

 次に、設置、関係条文第１条と、その下の名称及び位置、関係条文第２条で

ございますが、題名の改正に伴い、名称を大空町東藻琴芝桜公園、東藻琴芝桜

公園にそれぞれ改めます。 

 次に、施設の使用時間及び休業日、関係条文第３条の２第１項でございます

が、キャンプ場の日帰り項目を新たに追加いたしますことから、キャンプ場と

オートキャンプ場の使用時間を明記いたします。キャンプ場、午後２時から翌

日午前１０時まで。キャンプ場日帰り、午前１０時から午後４時まで。オート

キャンプ場、午後２時から翌日午前１０時までといたします。 

 次に、別表第１、関係条文第６条第１項、第１５条第３項、別表第１でござ

いますが、６８ページのとおり入園料及びその他の使用料を改めるとともに、

キャンプ場の日帰り使用料を追加いたします。 

 ６８ページをお開き願います。釣り堀は一般１，５００円を中学生以上１，

８００円に。中学生以下１，０００円を小学生以下１，２００円に改めます。 

 キャンプ場は大人３００円を中学生以上４００円に改めます。また、日帰り



17 

 

使用料として中学生以上２００円、小学生１００円を新たに設定いたします。 

 オートキャンプ場は電源なし１，５００円を１，８００円に。電源あり２，

５００円を３，０００円に改めます。 

 ゴーカートコースは１人乗り３００円を４００円に。２人乗５００円を６０

０円に改めます。 

 ドリームハウスは１棟１泊４，５００円を５，０００円に改めます。 

 入園料は個人の大人５００円を中学生以上６００円に。小人２５０円を小学

生３００円に。団体の大人４００円を中学生以上５００円に。小学生２００円

を２５０円に改めます。 

 遊覧車コースは大人３００円を中学生以上４００円に。小人１５０円を小学

生２００円に改めます。 

 なお、今回の改正で、小人と小学生の区分が明確でなかったことから小学生

に。大人と一般につきましても明確でないことから中学生以上に統一させてい

ただきます。 

 施行期日につきましては、いずれも令和５年４月１日からとしております。 

 以上、大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部を改正する条例制定について、

提案理由をご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８７号、大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８７号、大空町藻琴山 

温泉芝桜公園条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決さ

れました。 

 ここで１０分間休憩とします。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

   （休憩 午前１１時０１分） 
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   （再開 午前１１時１１分) 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     ◎日程第１２ 議案第８８号 

◇議  長 日程第１２、議案第８８号、令和４年度大空町一般会計補正予算 

（第５号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書５７ページでございます。議案第８８号、令和４年度大空 

町一般会計補正予算（第５号）。 

 令和４年度大空町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億

１，０２２万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９２億９，

１９２万５，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和４年１２月２

０日提出、大空町長、松川一正。 

 ５９ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １４款、使用料及び手数料に５６万４，０００円追加。１５款、国庫支出金

に９７３万２，０００円追加。１６款、道支出金に３，６１４万円追加。１７

款、財産収入に２１０万円追加。１９款、繰入金に６，１４０万３，０００円

追加。２１款、諸収入に２８万６，０００円追加。歳入合計は１億１，０２２

万５，０００円を追加し、９２億９，１９２万５，０００円とするものです。 

 ６０ページをお開き願います。歳出です。 

 ２款、総務費に７４３万３，０００円追加。３款、民生費に２，９３３万３，

０００円追加。４款、衛生費に１，４６８万円追加。６款、農林水産業費に３，

３２４万５，０００円追加。７款、商工費に１００万１，０００円追加。８款、

土木費に１，４３８万７，０００円追加。９款、消防費に１０５万円追加。１

０款、教育費に９０９万６，０００円追加。６１ページ１番下になりますが、

歳出合計は１億１，０２２万５，０００円を追加し、歳入合計と同額とするも

のです。 

 次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明です。歳出から行いますので、６

８、６９ページをお開き願います。 

 ２款１項６目、財産管理費の１０節、光熱水費の１９１万３，０００円は、

役場と東藻琴総合支所の温泉ポンプ電気料につきまして、価格高騰により不足

が生じますことから追加するものです。次の１１節、公有物件災害共済保険料

１５万８，０００円は、大空高等学校交流拠点施設の整備に伴いまして追加す

るものです。 

 ７目、企画振興費の７節、住替え促進奨励金１０万円と１８節、助成金１３

８万円は空き家登録されている住宅の売買などに係る助成につきまして、申請

件数の増により不足が生じますことから追加するものです。次の１２節、指定
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管理委託料３８万４，０００円は、東藻琴地域振興施設の電気料が不足するこ

とによるものです。７節、定住促進事業報償費３７万円は、転入し住宅を新築

される方などを支援するものですが、見込みを上回り不足が生じますことから

追加するものです。 

 ８目、庁舎管理費の１０節、光熱水費１７０万８，０００円と１０節、燃料

費７６万８，０００円、光熱水費５５万９，０００円は、役場と東藻琴総合支

所庁舎の燃料、電気料につきまして、価格高騰により追加するものです。 

 ４項３目、北海道知事・北海道議会議員選挙費の１１節、投票用紙計数機点

検調整料３，０００円、投票用紙交付機点検調整料７，０００円、自書式読取

集計機点検整備料８万３，０００円は、選挙投開票業務に係る機器の整備料に

つきまして、価格高騰により増額するものです。 

 ３款１項２目、老人福祉費の１２節、生活支援ハウス運営事業委託料４２５

万７，０００円は、両地区生活支援ハウスの燃料、電気料を追加するものです。

次の介護保険事業勘定特別会計繰出金１１４万５，０００円は、介護予防サー

ビス給付費の増に伴い追加するものです。 

 ３目、障害者福祉費の１２節、７１ページに移りまして、１行目の指定管理

委託料１５８万２，０００円は、障害者福祉センターちあふるの燃料費、電気

料を追加するものです。７節、障害者福祉職親事業報償費７万７，０００円は、

障害のある方の自立を支援するものですが、就労日数が増えたことなどにより

増額するものです。１９節、障害者介護・訓練等給付費１，８６８万３，００

０円は、事業所を開設によるサービス利用者の増などによるものです。 

 ４目、老人福祉センター費の１０節、光熱水費４万２，０００円と次の１２

節、指定管理委託料２７４万４，０００円は、両地区老人福祉センターの燃料

費、電気料を追加するものです。 

 ２項２目、児童措置費の２２節、前年度児童手当交付金返還金１３万４，０

００円は、児童手当対象者の減によりまして精算するものです。 

 ３目、保育所費の１８節、託児通所助成金４万７，０００円は、託児所に乳

幼児を通所させる方を支援するものですが、助成対象者の増により追加するも

のです。 

 ４目、児童福祉施設費の１０節、燃料費４５万１，０００円と光熱水費１７

万１，０００円は、児童センターめちゃいるど館、児童館のんきっず館の燃料

費、電気料を追加するものです。 

 ４款１項１目、保健衛生総務費の１０節、燃料費１万円の追加につきまして

も、公用自動車の燃料費を追加するものです。次の１８節、訪問看護ステーシ

ョン交通費負担金１万４，０００円は、難病、終末期医療などの利用が増えた

ことによるものです。 

 ２目、予防費の１３節、会場使用料３９万１，０００円は、新型コロナウイ

ルスワクチン接種に係るものですが、期間を延長して対応することによるもの

です。 

 ３目、環境衛生費の１０節、光熱水費１９万１，０００円は、女満別憩いの

広場公衆トイレの電気料を追加するものです。２７節、簡易水道事業特別会計

繰出金７４９万１，０００円は、水道施設の電気料に係るものです。 
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 ７２、７３ページをお開き願います。５目、健康増進対策費１０節、燃料費

１万円は公用自動車の燃料費に係るものです。 

 ６目、診療所費の１２節、指定管理委託料２８６万円は、東藻琴診療所の電

気料を追加するものです。 

 ２項１目、塵芥処理費の１０節、燃料費５５万１，０００円と光熱水費２２

９万５，０００円、次に同じく１０節、光熱水費８６万７，０００円は、一般

廃棄物焼却処理施設と最終処分場の燃料費、電気料に係るものです。 

 ６款１項３目、農業振興費の１０節、燃料費、光熱水費合わせまして４４万

７，０００円は、農業振興センター。次の１０節、燃料費７４万３，０００円

は、農業構造改善センター。１２節、指定管理委託料１９６万７，０００円は、

メルヘン公園。次の１０節、光熱水費４４万８，０００円と１２節、指定管理

委託料、５８万３，０００円は、農村環境改善センター。これらの施設につき

まして、それぞれ燃料費、電気料の価格高騰に対応するものです。次の１８節、

持続的畑作生産体系確立緊急対策事業補助金２，７６７万７，０００円は、農

作物の生産拡大作業の省力化を図るため、農業機械を導入するものです。 

 ４目、畜産業費の１２節、指定管理委託料１０８万４，０００円は、ひがし

もこと乳酪館の燃料費、電気料を追加するものです。 

 ２項１目、林業総務費の１８節、エゾシカ駆除事業助成金２９万６，０００

円は、エゾシカ処理頭数の増によるものです。 

 ７４、７５ページをお開き願います。７款１項２目、観光費の１０節、燃料

費１３万６，０００円と光熱水費６５万９，０００円は、メルヘン観光交流セ

ンター。次の１０節、光熱水費２０万６，０００円は、藻琴山温泉芝桜公園の

電気料を追加するものです。 

 ８款１項２目、街灯管理費の１０節、光熱水費１５３万円につきましても、

街灯の電気料を追加するものです。 

 ２項４目、道路新設改良費の２２節、前年度開陽中央線道路整備事業交付金

返還金１２万６，０００円は、開陽中央線の道路整備に係る立木の売払収入分

につきまして、国に交付金を返還するものです。 

 ４項１目、下水道費の２７節、下水道事業特別会計繰出金３８２万１，００

０円は、下水道施設の電気料に係るものです。 

 ６項１目、住宅管理費の１０節、光熱水費２１万円は、町営住宅の電気料を

追加するものです。 

 ７項１目、空港対策費の１８節、女満別空港利用促進事業負担金３７０万円

は、今後予定されている国内チャーター便の運航を支援するものです。次の冬

季誘客促進事業補助金５００万円は、航空、観光事業を喚起し、女満別空港の

利用拡大、地域の活性化を図る誘客事業を実施するものです。 

 ９款１項２目、常備消防費の１８節、網走地区消防組合大空消防署費負担金

９０万９，０００円。次の３目、非常備消防費の１８節、網走地区消防組合女

満別消防団費負担金６万５，０００円と、その下、東藻琴消防団費負担金７万

６，０００円は、消防車両と庁舎の燃料費、電気料を追加するものです。 

 ７６、７７ページをお開き願います。１０款１項５目、国際教育推進費の１

２節、外国語指導助手派遣業務委託料９万８，０００円は、委託事業者の変更
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による追加でございます。 

 ２項１目、学校管理費の女満別小学校管理費、１０節、光熱水費４４０万円、

次の東藻琴小学校管理費、１０節、光熱水費４７万７，０００円。さらに、３

項１目、東藻琴中学校管理費の１０節、光熱水費２６万６，０００円は、それ

ぞれ電気料の不足分を追加するものです。 

 ２目、教育振興費の１７節、教材備品４５万７，０００円と次の４項４目、

寄宿舎費の１０節、消耗品費５２万７，０００円は、教育振興に係る寄附があ

りましたことから、学校教材、防災用品などを購入するものです。 

 ５項１目、社会教育総務費の１０節、燃料費４７万２，０００円は、豊住交

流センター。５目、社会教育施設の１０節、光熱水費３４万１，０００円は生

涯学習センター。６項２目、体育施設費の１０節、燃料費５万４，０００円は

武道館。次の１０節、光熱水費１０万８，０００円はスキー場。１２節、指定

管理委託料１６８万８，０００円はＢ＆Ｇ海洋センター。７９ページに移りま

して、１０節、燃料費５万４，０００円と光熱水費１５万４，０００円は東藻

琴相撲場。これらの施設につきまして、燃料費、電気料をそれぞれ追加するも

のです。 

 続きまして歳入の説明をしますので、６６、６７ページをお開き願います。 

 １４款１項５目１節、メルヘン観光交流センターテナント等電気料５６万４，

０００円は、施設のテナントからいただく電気料につきまして、価格高騰を踏

まえ増額するものです。 

 １５款１項２目３節、障害者介護給付費等負担金９３４万１，０００円と、

一つ飛びまして、１６款１項１目３節、同じく障害者介護給付費等負担金４６

７万円は、障害者総合支援サービスの利用増などにかかる国と北海道の負担金

です。 

 戻りまして、２項３目１節、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

補助金３９万１，０００円は、ワクチン集団接種に係る国からの補助金です。 

 ２項１目２節、地域情報配信事業補助金２４０万円は、情報発信手段の一つ

として活用しておりますそらナビの運用に係る北海道からの補助金です。 

 ４目１節、持続的畑作生産体系確立緊急対策事業補助金２，７６７万７，０

００円は、農作業の省力化などを図る取り組みに係る北海道からの補助金です。

次の農業振興センター備品整備事業補助金１３０万円は、本年度当初予算で措

置しております農産物加工用備品につきまして、北海道からの補助対象となり

ますことから追加するものです。 

 ３項１目４節、北海道知事・北海道議会議員選挙委託金９万３，０００円は、

投開票機器の整備に係るものです。 

 １７款２項１目１節、立木売払代２１０万円は、学校林の立木を売却するこ

とによるものです。 

 １９款１項１目１節、財政調整基金繰入金６，１４０万３，０００円は、今

回の財源調整のために繰り入れるものです。 

 ２１款４項１１目１節、エネルギー施設利用負担金２８万６，０００円は、

東藻琴総合支所温泉ポンプ電気料の増に係るものです。 

 以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げました。ご審議ください
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ますようよろしくお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ５番。今回の補正予算の内容を見ますと、光熱水費の関係が非常に 

多いという状況でございますので、多分６６、６７ページの歳入の中の基金繰

入金の状況で、一般財源をかなり、この関係で使っていくという状況だという

ふうに思っているところでございます。 

 その関係について、公共施設の利用者に負担にならないように、省エネルギ

ーに努めながらも協力を求めながら、光熱水費の軽減というか、なるべくして

いくような働きかけも必要かなというふうに思いますが、現状として、かなり

電気料、燃料費が上がって、公共施設を維持するのにこれだけかかっていると

いうことだなというふうに承知しているところでございますので、これらにつ

いて、町側で、これからの施設運営について、どのように考えているのかとい

うことをお聞きしたいのが１点。 

 それと、もう１点、恐縮ですが７６、７７ページで、１０款の教育の中、国

際交流の関係で委託料、外国語指導助手の派遣委託料が９万８，０００円増額

になっていますが、説明の中では、委託者の変更によるというふうに説明があ

りました。外国語の指導の関係については、コロナ禍の関係で、外国からの青

年が入国できないとか、いろんな条件でかなり事業運営も苦労されているので

はないかなというふうに思っておりますが、この外国語指導助手の派遣業務の

関係について、現状どうなってるのか、ちょっとご説明いただければというふ

うに思います。 

 ２点、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 林総務課長。 

 

◇総務課長 今回の補正予算は、その多くが議員ご指摘のように電気料、燃料 

費の価格高騰に対応する部分が多くございまして、内訳といたしましては、電

気料約３，９００万円強、さらに燃料費につきましても７５０万円、これは現

状の中でのあくまでも試算という中で積算をしているところでございまして、

状況によりましては、さらに負担が多くなるということも想定されるところで

ございます。そういった中でございますので、各公共施設の節減等につきまし

ては、これまでも電気料、燃料費の節減ということにご協力をいただいていた

ところでありますけども、そういった部分につきまして、さらに利用者にも、

こういった部分での対応について、さらなるご協力ということについて、改め

て周知をさせていただきまして、町としての管理、指定管理者も含めまして、

そういった対応を進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 菅野生涯学習課長。 
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◇生涯学習課長 外国語指導助手派遣に関する増額補正の内容ですが、現在、 

大空町につきましては、外国語指導助手については、人材会社、ＮＰＯ法人グ

ローバル機構教育推進機構と町が委託契約をし、現在、女満別、東藻琴地区ご

とに１名の外国語指導助手２名を各小中高等学校で授業助手として勤務をされ

ていますが、このほど当社が経営不可能という事態になりまして、令和４年１

２月末をもって会社経営を終了するという通知がありました。新たに委託会社

と契約を締結することで、年度内の１月から３月までの派遣業務にかかる業務

委託料に不足が生じることから、今回、９万８，０００円を増額補正として行

うところでございます。 

 なお、各学校の授業につきまして支障が出ないように、冬期休業期間終了後

の配置を計画してまいりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ５番。燃料費関係については、そのとおり、どうぞよろしくお願い 

したいと思います。 

 人材派遣会社の事情によるということでございますので、ただ、そのことに

よって、答弁もございましたが、児童、生徒の学習に影響ないように、ぜひ、

十分な対応をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

◇議  長 菅野生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議員がおっしゃいますように、今後、各学校の英語担当の先 

生と調整を図りまして、新しい英語指導助手の配置をさせていただきたいと思

いますので、ご理解のほう、よろしくお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 ほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８８号、令和４年度大空町一般会計補正予算（第５号）を採

決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８８号、令和４年度大 

空町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第８９号 

◇議  長 日程第１３、議案第８９号、令和４年度大空町国民健康保険事業 

特別会計補正予算（第４号）を議題とします。本案について、提案理由の説明

を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書８１ページでございます。議案第８９号、令和４年度大空 

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）。 

 令和４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７

万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億５，４８２万

８，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和４年１２月２

０日提出、大空町長、松川一正。 

 議案書８３ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 ３款、道支出金に２２万５，０００円を追加。５款、繰入金に１５万円を追

加。歳入合計は３７万５，０００円を追加し、１１億５，４８２万８，０００

円とするものです。 

 ８４ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費に１６万５，０００円を追加。２款、保険給付費に６万円を追

加。７款、諸支出金に１５万円を追加。歳出合計は３７万５，０００円を追加

し、歳入合計と同額にするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出よりご説

明しますので、９０ページ、９１ページをお開き願います。 

 １款１項１目、連合会負担金の１８節、国保連合会負担金に１６万５，００

０円の追加は、未就学児均等割保険料負担金の創設に伴う国保事業状況報告シ

ステムクラウドの改修に関する負担金でございます。 

 ２款５項１目、葬祭費の１８節、葬祭費に６万円の追加は、国民健康保険に

加入しておられる被保険者が死亡した場合、当該被保険者の葬祭を行うものに

対し、葬祭費として３万円を支給するものであり、当初予算に対して不足する

見込みの葬祭費用２名分見込んで追加するものでございます。 

 ７款１項１目、保険税還付金及び還付加算金の２２節、保険税還付金及び還

付加算金に１５万円の追加は、国民健康保険加入者が所得を更正した場合やさ

かのぼって社会保険に加入した場合、保険税の再計算の結果、過年度分につき

ましては、歳出予算から還付を行うものであり、今後の事案発生見込みにより

追加をするものでございます。 

 続きまして、歳入の説明をしますので、８８ページ、８９ページをお開きく

ださい。 
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 ３款２項１目、保険給付費等交付金の普通交付金に６万円の追加は、歳出で

計上しました葬祭費分で、全額が道補助金で賄われるものです。同じく特別交

付金に１６万５，０００円の追加は、歳出で計上しました国保連合会負担分

で、全額が道補助金で賄われるものです。 

 ５款２項１目、国民健康保険基金繰入金に１５万円の追加は、今回の補正予

算の財源調整によるものです。 

 以上、補正予算の内容についてご説明申し上げましたので、ご審議賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第８９号、令和４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第４号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８９号、令和４年度大 

空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決され

ました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第９０号 

◇議  長 日程第１４、議案第９０号、令和４年度大空町介護保険事業勘定 

特別会計補正予算（第４号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書９３ページをお開きください。議案第９０号、令和４年 

度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）。 

 令和４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９６

２万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億９，７３３万２，０００

円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の
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歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和４年１２月２

０日提出、大空町長、松川一正。 

 ９５ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 ３款、国庫支出金に３８５万９，０００円を追加。４款、支払基金交付金に

２５３万７，０００円を追加。５款、道支出金に２０７万９，０００円を追加。

７款、繰入金に１４４万５，０００円を追加。歳入合計は９６２万円追加し、

７億９，７３３万２，０００円とするものです。 

 ９６ページをお開きください。歳出です。１款、総務費に４万円を追加。２

款、保険給付費に３３０万円を追加。地域支援事業費に５２０万６，０００円

を追加。４款、基金積立金に１０７万４，０００円を追加。歳出合計は９６２

万円で、歳入合計と同額にするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出からご説

明いたしますので、１０２、１０３ページをお開きください。歳出です。 

 １款１項１目、一般管理費、説明欄、総務一般事務費１０節、需用費に４万

円の追加は、公用車燃料費の高騰により予算よりも支出が増えたことから、予

算を追加しているものです。 

 １款２項１目、介護予防サービス給付費に２７０万円を追加。同じく２項４

目、介護予防サービス計画費に６０万円の追加。次の３款４項１目、介護予防・

生活支援サービス費、１１節、審査支払手数料６，０００円の追加。１８節、

介護予防サービス給付費５２０万円の追加は要支援１、要支援２の認定を受け

まして、介護予防サービスを利用する方が前年度よりも増えており、当初見込

みを上回ることから、認定審査手数料や介護予防サービス計画費並びに介護予

防サービス事業に伴う給付費を追加するものです。なお、これらは介護保険法

に基づく給付であるため国、北海道、町による交付負担割合、さらに若年者４

０から６４歳の第２号被保険者の保険料に相当する支払基金から、それぞれの

負担割合に応じた負担金や交付金等の歳入があります。 

 ４款１項１目２４節の介護保険基金積立金に１０７万４，０００円の追加

は、今回の補正予算の財源調整として基金の積立金を増額するものです。 

 続きまして、歳入の説明を申し上げますので１００ページ、１０１ページを

お開きください。 

 ３款１項１目１節、現年度分介護給付費負担金に２１０万８，０００円の追

加は、歳出でご説明申し上げました給付費の２０％を国が負担するものです。 

 同じく２項１目１節、現年度分調整交付金に２２万７，０００円の追加は、

給付費の６．９％が国から交付されるものです。 

 同じく２項２目２節、現年度分介護予防・日常生活支援総合事業交付金に１

５２万４，０００円の追加は、給付費の２５％を国が負担するものです。 

 続いて、４款１項１目１節、現年度分介護給付費交付金に８９万１，０００

円の追加と、２目１節、現年度分地域支援事業交付金に１６４万６，０００円

の追加は、それぞれ給付費の２７％が支払基金から交付されるものです。 

 続いて、５款１項１目１節、現年度介護給付費負担金に１３１万７，０００

円の追加と、同じく２項１目２節、現年度分介護予防・日常生活支援総合事業

交付金７６万２，０００円の追加は、給付費の１２．５％を北海道が負担する
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ものです。 

 ７款１項１目１節、介護給付費繰入金に３８万３，０００円の追加と同じく

２目２節、介護予防・日常生活支援総合事業繰入金に７６万２，０００円の追

加は、給付費の１２．５％を町が負担するもので、一般会計から繰り入れるも

のです。 

 以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げましたので、ご審議賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第９０号、令和４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第４号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第９０号、令和４年度大 

空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決され

ました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第９１号 

◇議  長 日程第１５号、議案第９１号、令和４年度大空町簡易水道事業特 

別会計補正予算（第４号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１０５ページになります。議案第９１号、令和４年度大空 

町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）。 

 令和４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７４

９万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億８，７５２万

１，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和４年１２月２
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０日提出、大空町長、松川一正。 

 １０７ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正。歳入です。 

 ２款、繰入金に７４９万１，０００円を追加し、歳入合計は３億８，７５２

万１，０００円とするものです。 

 １０８ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費に７４９万１，０００円を追加し、歳入合計と同額とするもの

です。 

 次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明いたします

ので、１１４、１１５ページをお開き願います。 

 １款２項１目、簡易水道施設管理費１０節、需用費の７４９万１，０００円

は、電気料金の高騰により、予算に不足が生ずることから追加するものです。 

 続きまして歳入の説明をいたしますので、１１２、１１３ページをお開き願

います。 

 ２款１項１目１節、一般会計繰入金に７４９万１，０００円を追加しており

ます。補正予算の財源調整のため変更するものです。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、ご審議くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第９１号、令和４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第４号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第９１号、令和４年度大 

空町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

    ◎日程第１６ 議案第９２号 

◇議  長 日程第１６、議案第９２号、令和４年度大空町下水道事業特別会 

計補正予算（第４号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 
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◇建設課長 議案書１１７ページでございます。議案第９２号、令和４年度大 

空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）。 

 令和４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３８

２万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億３，９４６万

６，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和４年１２月２

０日提出、大空町長、松川一正。 

 １１９ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 ４款、繰入金に３８２万１，０００円を追加し、歳入合計は４億３，９４６

万６，０００円とするものです。 

 １２０ページをお開き願います。１款、総務費に３８２万１，０００円を追

加し、歳入合計と同額とするものです。 

 次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明いたします

ので、１２６、１２７ページをお開き願います。 

 １款１項２目、下水道施設管理費１０節、需用費の３８２万１，０００円は、

電気料金の高騰により予算に不足が生ずることから追加するものです。 

 続きまして、歳入の説明をいたしますので、１２４、１２５ページをお開き

願います。 

 ４款１項１目１節、一般会計繰入金に３８２万８，０００円を追加しており

ます。補正予算の財源調整のため変更するものです。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、ご審議くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第９２号、令和４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第

４号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第９２号、令和４年度大 

空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

     ◎日程第１７ 発議第１８号 

◇議  長 日程第１７、発議第１８号、物価高における農畜産物の適正な価 

格形成と農業経営の存続に向けた需給改善対策等の強化に関する要望意見書を

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 議会側議案の５ページをお開きください。発議第１８号、物価高 

における農畜産物を適正な価格形成と農業経営の存続に向けた需給改善対策等

の強化に関する要望意見書。 

 このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとお

り提出する。令和４年１２月２１日提出、提案者は、大空町議会議員、後藤、

川村、齋藤、松岡、森賀、福田の各議員であります。 

 ７ページでございます。世界では新型コロナ終息後の需要回復を見込んだ石

油等の価格上昇、ウクライナ情勢により生産資材や穀物の相場が急騰していま

す。また、我が国においては、急激な円安の進行で様々なモノ、サービス等の

価格が上昇し、国民生活に大きな影響を及ぼしています。 

 政府は物価上昇に係る国民や農業者等の負担軽減策を講じていますがコスト

高を十分に補填しきれず、経費上昇分が農畜産物の販売価格にも反映されてい

ません。 

 また、長引くコロナ禍による農畜産物の在庫滞留が続いており、一刻も早い

需給改善が求められています。 

 ついては、食料安全保障の強化に向けて、コスト高にかかわる農畜産物を適

正な価格形成の実現に向けた環境を整備するとともに、農業者の経営継続への

需給改善策等を講じることを要望します。 

 記、１、混迷する世界情勢等に伴い、燃油や肥料、飼料などの生産資材価格

が高騰し、高止まりしている中、コスト高が農畜産物の取引、販売価格に反映

されず、生産現場は営農継続が危機的状況にあることから、生産者がコスト高

を乗り越え、将来にわたり農業経営が継続できるよう支援体制の強化を図るこ

と。 

 ２、農畜産物の適正な価格形成の実現に向けた環境整備と流通、販売業者及

び消費者等への理解醸成を早急に図ること。 

 ３、コロナ禍やウクライナ情勢等で生産資材が高騰し、農業経営が逼迫して

いる中、特に酪農家はかつてないほどの厳しい情勢に晒され存続の危機に瀕し

ていることから、牛乳乳製品等を含めた消費拡大対策を一層強化するなど、農

業経営の継続に向けて一刻も早く需給改善策を図るとともに、無利子等の金融

対策も併せて講じること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 提出先は、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣宛てでございます。 
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 以上、説明申し上げましたので、ご審議くださいますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第１８号、物価高における農畜産物の適正な価格形成と農業経

営の存続に向けた需給改善対策等の強化に関する要望意見書を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第１８号、物価高におけ 

る農畜産物の適正な価格形成と農業経営の存続に向けた需給改善対策等の強化

に関する要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１８ 報告第１１号 

◇議  長 日程第１８、報告第１１号、例月出納検査結果報告についてを議 

題とします。 

 監査委員から、例月出納検査、結果報告書の提出がありましたので、監査委

員の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１１号、例月出納検査結果 

の報告につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、報告を

申し上げます。 

 検査の対象となった月は、令和４年８月分から令和４年１０月分までであり

ます。 

 検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。 

 例月出納検査を実施いたしました時期は、８月分につきましては９月２６日

に、９月分につきましては１０月２０日に、１０月分につきましては１２月２

日に松岡監査委員とともに実施したところであります。 

 検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違あ

りません。 

 また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

 以上、適正であることを認め監査結果の報告といたします。 
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◇議  長 これで例月出納検査、結果報告については終わります。 

 

     ◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

  松川町長から発言があれば許します。松川町長。 

 

◇町  長 令和４年第４回定例会閉会にあたりまして、一言ご挨拶申し上げ 

ます。 

 本定例会では８名の議員の方から１０項目にわたる一般質問をちょうだいい

たしました。ありがとうございます。一般質問をちょうだいすることで、私と

しても気付かせていただくこと、また学ばせていただくこと、たくさんござい

ました。今後とも、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 また、本会議におきましては、令和３年度における各会計の決算も認定いた

だきました。そのほかに一般議案といたしまして、指定管理者の指定でありま

すとか、条例改正、各会計補正予算についてもご提案をさせていただき、可決

をいただきました。 

 特に、条例改正では、少子高齢化の進展を踏まえ、豊富な知識、技術、経験

等を持つ高齢期の職員に最大限活用いただくため、現状の定年年齢６０歳を段

階的に引き上げ、最終的に６５歳とするものであります。定員管理が複雑にな

ってまいりますが、職員の年齢バランスに配慮した採用計画を立て、定員管理

の適正化に努めてまいりたいと、そのように考えております。 

 一般質問の中で、先日行われた大空高校生政策提言プレゼンテーションにつ

いても触れられていたところであります。私も講評員の１人として参加いたし

ましたが、高校生が地域課題に真摯に向き合い、政策提言としてまとめ上げて

発表する姿を見て、感心するとともに、感動したところであります。町立の高

校として大空高校を創設した意味、意義というものを改めて実感させていただ

いたところであります。 

 また、本年は大規模な災害もなく、また、農業におきましても幸いな事に、

異常気象による被害が少なかったのではないかなと、そのように感じておりま

す。年を明け２０２３年も災害のない、実り豊かな豊穣の秋を迎えられますこ

とを祈るばかりであります。 

 これからはいよいよ本格的な冬のシーズンが到来いたします。大空町ではま

だ雪が少なく管内のスキー場などでは１日も早いまとまった降雪を期待してい

るところであります。一方で、北陸地方、特に新潟県長岡市では、この時期と

しては記録的な大雪に見舞われ、国道での立ち往生が発生、大雪に関連した死

傷者も出ています。北海道におきましても、大雪でＪＲの運休が発生している

ところであります。これからの本格的な降雪期を前に、町民皆様の生活に支障

を来たさぬよう、しっかり準備し、取り組んでまいります。 

 最後に、議員各位におかれましても、今後とも、さまざまな見地からご指導

いただきますようお願い申し上げ、また、今回の議会に対するお礼を申し上げ

まして、ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 
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◇議  長 以上で、令和４年第４回大空町議会定例会を閉会します。 

  大変お疲れさまでした。 

 

（閉会 午後０時１０分） 
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